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令和７年第２回鬼北町議会定例会 

                           令和７年６月５日（木曜日） 

 

○議事日程 

 令和７年６月５日午前９時開議 

 日 程 第 １ 会議録署名議員の指名 

 日 程 第 ２ 会期の決定 

 日 程 第 ３ 諸般の報告 

 日 程 第 ４ 行政報告 

 日 程 第 ５ 町長施政方針説明 

 日 程 第 ６ 一般質問 

 日 程 第 ７ 議案第２９号 鬼北町特別職の職員で非常勤のものの報酬等に関する条 

              例の一部を改正する条例について 

 日 程 第 ８ 議案第３０号 鬼北町ジビエペットフード加工処理施設条例の一部を改 

              正する条例について 

 日 程 第 ９ 議案第３１号 宇和島地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び 

              規約の変更について 

 日程第１０ 議案第３２号 財産の取得について 

 日程第１１ 議案第３３号 令和７年度鬼北町一般会計補正予算（第１号）について 

 日程第１２ 同 意 第 ６ 号 鬼北町農業委員会委員の任命について 

 日程第１３        議員の派遣について 

 日程第１４        総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件に 

              ついて 

 日程第１５        厚生文教常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第１６        予算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 

 日程第１７        議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 

 

○本日の会議に付した事件 

 日 程 第 ７ 議案第２９号 鬼北町特別職の職員で非常勤のものの報酬等に関する条 

              例の一部を改正する条例について 

 日 程 第 ８ 議案第３０号 鬼北町ジビエペットフード加工処理施設条例の一部を改 
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              正する条例について 

 日 程 第 ９ 議案第３１号 宇和島地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び 

              規約の変更について 

 日程第１０ 議案第３２号 財産の取得について 

 日程第１１ 議案第３３号 令和７年度鬼北町一般会計補正予算（第１号）について 

 日程第１２ 同 意 第 ６ 号 鬼北町農業委員会委員の任命について 

 日程第１３        議員の派遣について 

 日程第１４        総務産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件に 

              ついて 

 日程第１５        厚生文教常任委員会の閉会中の所管事務調査の件につい 

              て 

 日程第１６        予算常任委員会の閉会中の所管事務調査の件について 

 日程第１７        議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件について 

 

○出席議員（１２名） 

    １番 長 尾 慶 太      ２番 入 田 伸 介 

    ３番 大 川 正 展      ４番 今 城 喜久生 

    ５番 兵 頭   稔      ６番 中 山 定 則 

    ７番 末 廣   啓      ８番 井 上   博 

    ９番 程 内   覺     １０番 松 浦   司 

   １１番 山 本 博 士     １２番 芝   照 雄 

 

○欠席議員（０名） 

 

○議会事務局 

 議 会 事 務 局 長 渡 辺 美 枝   書 記 都   浩 明 

 

○説明のため出席した者 

 町 長 兵 頭 誠 亀   副 町 長 松 本 幸 男 

 企 画 振 興 課 長 小 川 秀 樹   総 務 財 政 課 長 水 野 博 光 

 危 機 管 理 課 長 東   英 範   町 民 生 活 課 長 山 本 雄 大 

 保 健 介 護 課 長 谷 口 美 穂   環 境 保 全 課 長 東   明 彦 
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 農 林 課 長 奥 藤 幸 利   建 設 課 長 佐 子   司 

 水 道 課 長 二 宮 洋 之   日 吉 支 所 長 山 本 万 里 

 会 計 管 理 者 稲 屋 浩 明   教 育 長 行 定 洋 嗣 

 教 育 課 長 佐々木 健 次   農業委員会会長 谷 口 雄 記 

 監 査 委 員 田 中 清 志 
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○副議長（山本 博士君） 

  起立。 

  礼。 

○議長（芝 照雄君） 

  改めまして、おはようございます。 

  ただいまから、令和７年第２回鬼北町議会定例会を開会します。 

 

午前９時００分 開議 

 

○議長（芝 照雄君） 

  町長から招集の挨拶があります。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  改めて、おはようございます。 

  令和７年第２回鬼北町議会定例会を招集いたしましたところ、御参集いただきまし

てありがとうございます。 

  本日の議会は、私にとりまして、町長３期目就任後、初めての定例会でございます。 

  これまで２期８年間の間に、西日本豪雨災害や新型コロナウイルス感染症の拡大な

ど厳しい状況もございましたが、その都度、その解決に、また改善に向けて全力で取

り組んでまいりました。 

  先に御理解いただいたその時々の議員各位、そして町民の皆様の御協力に心から感

謝を申し上げます。 

  ３期目となる今後の町政運営につきましても、目まぐるしく変化する社会情勢に的

確に対応するとともに、人口減少問題や物価高騰対策、発生が懸念される南海トラフ

巨大地震に備えた防災・減災対策の強化など、信託をいただきました町民の皆様への

期待に応えるべく、引き続き全身全霊で取り組む所存であります。 

  さて、本日の議会では、今年度の施政方針について御説明申し上げますとともに、

条例の一部改正２件、規約の変更１件、財産の取得１件、一般会計補正予算１件、同

意案件１件を提案いたしております。 

  以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げまして、令和７年第２回鬼北町議会定

例会の招集挨拶といたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  これから本日の会議を開きます。 
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  本日の議事日程は、先に配付しました別紙議事日程のとおりです。 

  このとおり議事を進めたいと考えておりますので、各位の御協力をお願いします。 

 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、鬼北町議会会議規則第１２７条の規定により、３番、大

川正展議員、４番、今城喜久生議員、以上の両議員を指名します。 

 

  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

  お諮りします。 

  今期定例会の会期は、本日から６月１７日までの１３日間としたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、今期定例会の会期は、本日から６月１７日までの１３日間と決定いた

しました。 

 

  日程第３、諸般の報告を行います。 

  地方自治法施行令第１４６条第２項及び第１５０条第３項の規定により、町長から、

令和６年度鬼北町一般会計繰越明許費繰越計算書及び令和６年度鬼北町水道事業会計

建設改良費繰越計算書の提出がありましたので、お手元に配付しております。 

  次に、地方自治法第１９９条第９項の規定により、監査委員から、成川渓谷休養セ

ンター施設整備事業、病児保育施設整備事業、吉波地区道路改良事業及びジビエ施設

整備事業に係る随時監査、並びに日吉支所の所管に係る定期監査、並びに同法第１３

５条の２第３項の規定により、令和７年２月分、３月分、４月分に関する例月現金出

納検査の結果に関する報告がありましたので、その写しをお手元に配付しております。 

  次に、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、町長から鬼北土地開発公社

の経営状況を説明する資料として、令和６年度決算に関する書類を配付しております。 

  なお、決算は、理事会において承認済みのものです。 

  また、株式会社森の三角ぼうし、株式会社日吉農林公社、株式会社日吉夢産地、そ

れぞれの経営状況を説明する資料として、令和６年度決算に関する書類及び令和７年

度事業の計画に関する書類が提出されておりますので配付しております。 
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  なお、この決算及び事業の計画等は、通常総会において承認済みのものです。 

  次に、先の定例会から本日まで議長として行動した主な事項について報告します。 

  別紙、議長諸般の報告をお手元に配付しておりますので、お目通し願います。 

  ５月２８日に、愛媛県町村議会議長会の令和７年度第１回臨時総会が開催され、会

長、副会長などの役員が選出、決定されました。その詳細は、議会事務局に資料を保

管しておりますので、後刻お目通しください。 

  ここで５月２７日に、東京都で開催されました、令和７年度町村議会議長・副議長

研修会について山本博士副議長から研修報告を受けます。 

○副議長（山本博士君） 

  おはようございます。 

  それでは、研修会の報告をいたします。 

  先月５月２７日、令和７年度町村議会議長・副議長研修会が東京国際フォーラムで

開催されました。 

  はじめに、「広域災害対応を含めた自治体の災害対応力強化に不可欠な防災ＤＸ」

と題して、内閣府参事官物資支援担当、松本真太郎氏の講演を受けました。 

  新総合防災情報システムについて説明があり、国と自治体等が一体となった災害対

応を一層さらに強化する中で、情報の共有が大切である。また、利用状況は自治体の

約３割なので、利用促進をお願いされました。 

  次に、「平成からの災害に学ぶ復旧・復興まちづくりの課題」と題して、明治大学

名誉教授、青山佾氏の講演があり、その中で印象的だったのは、仮設住宅を建てる場

合は、復興計画も同時に考えなければならないと説明がありました。 

  次に、「災害と議会・議員の役割」と題して、同志社大学名誉教授、新川達郎氏の

講演を受け、防災活動、救援活動への関与、被害状況の把握、情報収集、情報受発信、

執行機関の災害対策本部との連絡、執行機関への働きかけ等々、議員の役割は多彩で

ある。 

  ３名の方々の講演を受け、南海地震に備え、国と地方が一丸となって、防災・減災

対策の機運を高め、それぞれの議会が、国民の生命、財産を守るための取組を強化し

なければならないと実感しました。 

  以上で研修報告を終わります。 

○議長（芝 照雄君） 

  次に、地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議事件説明のため、出

席を求めている者を報告します。 
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  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長、監査委員。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長を通じ、副町長、会計管理者、支所長、

各課長等の出席を求めております。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

  日程第４、行政報告を行います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第４、行政報告。お手元の町長行政報告に、３月定例会以降の行動状況を提示

しております。 

  ４月２２日、国土交通省に要望に行ってまいりました。３月からのＪＲ予土線ダイ

ヤ改正に伴い、北宇和、宇和島に通学する生徒に対して困難を強いられている状況が

発生したため、松野町長、松野町議長、当時の程内議長、議会運営委員会正副委員長

とともに上京いたしました。 

  要望先は、国交省、五十嵐鉄道局長、古川国土交通副大臣、高見国土交通大臣政務

官、水嶋国土交通審議官の４名であります。 

  今回のダイヤ改正は、ＪＲ側の運転手スタッフ不足により、パターン運転になった

ものでありますが、高校の授業時間、開始時間、就業時間の変更や、朝の読書時間へ

の対応などが余儀なくされました。 

  沿線自治体との協議が、俗に言う協議とはなっておらず、一方的な決定であったた

め、これまでの沿線自治体の予土線活用への取組も紹介し、相互理解の場の提供も訴

えたところであります。 

  鉄道局長は、既に予土線沿線の自治体の状況を把握しておられ、地方沿線での鉄道

運用については、沿線自治体との協議は大変重要であるとの認識で、今後、ＪＲ側と

のその方向で指導・提案するとの御発言をいただいたところであります。 

  当日は、長谷川淳二衆議院議員、山本順三参議院議員、高知県山崎正恭衆議院議員、

高山康人県議に御同席をいただきました。 

  御参加いただいた程内前議長、前議会運営委員会、福原委員長、松浦委員、赤松委

員に御礼申し上げます。 

  ５月１４日、東京砂防会館で開催された、命と暮らしを守る道づくり全国大会に参

加いたしました。全国１,７００余りの自治体のうち、１,０００人近い首長本人が集

合し、国土交通省大臣ほか幹部１００人を超える国会議員が臨席される中、国道、高

速道路、県道、市町村道など、あらゆる道路整備への理解を深め、関係資材高騰の中、
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しっかりと予算確保し、国土全体の道路網を維持していく旨、決議されました。 

  ５月２２日、県内９町の町長で、村上総務大臣との懇談会に出席をいたしました。

総務大臣室において、秘書官４名が在席する中、各自治体から地域課題の解決に向け

た様々な議論がなされました。地域医療の危惧、ＩＴ関連経費の増嵩、独居老人家庭

の諸問題、交通弱者への支援など、鬼北町からは総務省管轄の自治組織コミュニティ

活動の拠点となる集会所新築への要望をしたところであります。 

  現在は、国・県の補助金がなく自治組織の要望が高いこと。各戸数が減っていく中

で、今の時期にテコ入れをしないと、ますます自治コミュニティが弱体化してしまう

危機感を訴えました。すぐに返答はしていただけませんでしたが、内容の危機感を再

認識していただいたところであります。今後も国・県に訴えていこうと思っておりま

す。 

  最後の写真は、一昨日、東温市シネマサンシャイン重信で開催されたふるさと映画

「鬼ベラシ」先行プレミアム試写会の模様です。当日は、鬼北町から、商工関係者な

ど町民の方々４０人ほどが駆けつけられました。芝議長も御自分で申込み、現場を御

覧いただきました。会場はほぼ満席でありました。 

  最後のエンドロールには、御寄附いただいた全ての企業さんが表示されました。改

めて、多くの方々の御協力に感謝申し上げます。 

  今月１３日から、重信、今治、新居浜で公開されます。議員各位、そして多くの町

民の皆様にぜひ足を運んでいただければ幸いでございます。 

  ６月の定例会以降におきましては、多忙な中にもじっくり行政施策を検討できる時

間を設け、努力してまいりたいと考えております。 

  以上で簡単ですが、行政報告とさせていただきます。 

  引き続き、令和６年度鬼北町一般会計及び特別会計に係る出納閉鎖の状況につきま

して、お手元に配付しております資料により、会計管理者が説明申し上げます。 

○会計管理者（稲屋浩明君） 

  それでは、令和６年度予算に係る出納閉鎖を去る５月３０日に行いましたので、そ

の概要についてお手元に配付しておりますＡ３の資料、令和６年度鬼北町出納閉鎖の

概要で御報告いたします。 

  まず一番上の段、Ａの欄の一般会計につきましては、歳入歳出とも予算現額１００

億７,９３７万９,０００円に対しまして、収入済額は９１億３,６６２万５,６９３円

で、予算に対する執行率は９０.６５％、また、支出済額は８９億７,１７１万７,８

１１円で、執行率は８９.０１％となり、その結果、一般会計の収支差引繰越額は、
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１億６,４９０万７,８８２円となっております。 

  続いて、右端備考の当年度欄を御覧ください。 

  令和７年度に繰越明許費として、３０事業、７億９,３８１万３,０００円を繰り越

しております。これらの繰越事業に充当する一般財源は、１億９５７万９,０００円

となっております。 

  なお、事業の内訳につきましては、本日、別途に配付されております繰越計算書で

御確認をお願いいたします。 

  次に、特別会計について御報告いたします。 

  特別会計につきましては、収入済額、支出済額、収支差引繰越額は、会計別にそれ

ぞれこの表の内訳のとおりとなっておりまして、特別会計５会計の収支差引繰越額の

合計は、特別会計の合計Ｂの欄、収支差引繰越額のとおり、８,２１９万７３０円と

なっております。 

  以上一般会計と特別会計を合わせますと、Ｃの欄のとおり、予算現額１３４億１,

２１０万５,０００円に対しまして、収入済額は１２２億３,１６５万３,９８３円で、

執行率は９１.２０％、また、支出済額は１１９億８,４５５万５,３７１円で、執行

率は８９.３６％、収支差引繰越額は２億４,７０９万８,６１２円となりました。 

  次に、基金の額につきましては、下段のその他の欄のとおり、３月３１日現在で、

２２基金合わせて５６億５,８５７万３１９円を７年度に繰り越しております。 

  以上、令和６年度予算に係る出納閉鎖の概要の報告とさせていただきます。 

○議長（芝 照雄君） 

  これで行政報告は終わりました。 

 

  日程第５、町長施政方針の説明を行います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  本日ここに令和７年６月議会定例会におきまして、各議案の御審議をお願いするに

当たり、これからの町政運営について、私の所信の一端を申し上げ、議員皆様をはじ

め、広く町民の皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げる次第でありま

す。 

  町政運営につきましては、人口減少対策や、いまだ続く物価、エネルギー価格の高

騰に対する生活支援、近い将来、発生が懸念される南海トラフ巨大地震に備えた防災

・減災対策の強化など、これまで経験したことのない社会情勢の変化に対応したまち

づくりを進めるため、全力で取り組んでまいります。 
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  ２ページを御覧ください。 

  かいつまんで申し上げますが、新しい議会体制ですので、通常よりは長めに申し上

げます。 

  施策の大要。 

  （１）農業の振興について。 

  まず、農業の振興について、肥料、飼料、燃料等の価格高騰が続くとともに、担い

手不足や鳥獣害などの大きな課題もあり、地域農業の現状は非常に厳しい状況となっ

ております。 

  また、国においては、農水省で大臣が代わり、様々な対策が打ち出されており、減

反政策にも触れておられます。中山間地域の鬼北町にどのような影響があるのか、最

も注視していかねばならない１つだと考えております。 

  担い手不足については、農業研修制度や農業就業者支援事業の実施と、一貫した就

農支援、中核的役割の認定農家の育成に努めます。 

  併せて、地域における農業の将来の在り方を定める地域計画に基づき、担い手に対

する農地の集約化や集団化等を通じた農地の効率的かつ総合的な利用促進を図ってま

いります。 

  また、鳥獣害対策における新事業の展開については、冷凍運搬車の納入後、令和６

年度に沢松地区に整備したジビエ一時保管施設が稼働する予定で、捕獲した有害鳥獣

の有効活用を図るとともに、ジビエペットフード加工施設処理施設・減容化施設の運

用により、捕獲者の埋設に係る労力の軽減、農作物等の被害軽減に努めてまいります。 

  （２）林業の振興について。 

  大きな課題となっている林業の担い手を確保するため、森林環境譲与税を活用した

新規林業就業者の支援と、林業従事者の労働環境の整備や、地域おこし協力隊制度の

活用に取り組みます。 

  間伐等の推進にあっては、森林所有者への意向調査や集積計画等により、森林の経

営管理に努めてまいります。また、脱炭素社会の実現を目指した森林資源活用の取組

において木材の新たな有効利用を推進するため、関連施設の整備を進めてまいります。 

  （３）商工業の振興について。 

  少子高齢化による社会構造の変化や大型商業施設の出店、インターネットサービス

を活用した電子商取引など、購買動向の多様化により、町内商工業を取り巻く環境は

依然として厳しい状況にあり、今後も継続して、中小企業者等の経営基盤の強化や人

材の育成を図っていく必要があります。 
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  中小企業振興資金融資事業や融資に係る利子、保証料の補給事業など、企業活動に

おける資金調達の円滑化、経営基盤の確保・支援に引き続き取り組むとともに、商工

会と連携し、地域通貨支援システムの構築、活用を図り、地域商工業の振興と地域経

済の活性化に取り組んでまいります。 

  また、創業に向けた相談支援や、起業チャレンジ支援事業の継続など、創業ニーズ

に対応した起業支援に取り組むほか、ふるさと納税について、返礼品のブラッシュア

ップによりリピート率の向上を図るとともに、新規返礼品の創出、首都圏における情

報発信の強化、ポータルサイトの充実を図り、寄附者の獲得に努めてまいります。 

  （４）観光・物産の振興について。 

  交流の活性化を促進するため、奈良山等妙寺史跡公園、道の駅日吉夢産地、成川渓

谷休養センターなどの施設整備に取り組んでまいりましたが、これらの観光施設等を

拠点に、地域資源を活用した体験型コンテンツや、着地型観光旅行商品の造成、観光

法人等の設立を検討するほか、道の駅広見森の三角ぼうしの大規模改修の準備を進め

るなど、地域の魅力を高めるとともに、さらなる観光・物産の推進に努めてまいりま

す。 

  また、首都圏に滞在する当町関係者による団体組織の育成・支援を図り、首都圏と

のつながりを構築し、発信力の強化により、さらなる観光・物産のＰＲ活動に努める

とともに、町認知度の向上、関係交流人口の増加と観光誘客の獲得に取り組んでまい

ります。 

  （５）次に、雇用の創出についてでありますが、昭和４０年代旧広見町においては、

農村工業導入として税金を投入し、サンコー電機、真鍋電気、２つの工場を誘致し、

２００人以上の雇用を確保しました。しかし、オイルショック、円高不況により、工

場からの海外輸出が困難になり、１０年もたたないうちに工場撤退となり、多くの失

業者が発生しました。材料をよそから調達し、完成した製品を海外に輸出する形態は、

グローバル社会の進展とともに、大洲、南宇和郡でも同じケースが現れ、人件費の高

騰とともに誘致が難しい時代となっております。 

  このような状況を打破するためには、ＩＴを活用した技術的優位性に特化した工場、

あるいは原材料、資材を地元で調達することが可能で、国内外の様々なあつれきに対

して地元の有利性、対応能力を駆使して解決する状況を生み出すことが必要であると

考えております。 

  そこで（５）雇用の創出、４行目。 

  新たな雇用機会の確保と地域産業の振興を図るため、本町の豊かな森林資源の有効
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活用による新たな雇用産業の創出に努めるとともに、創業環境の整備・支援に取り組

んでまいります。 

  （６）女性の活躍推進について。 

  若い女性が仕事で自己実現し、家庭や子育てにも取り組める体制の社会基盤の整備

が求められております。 

  仕事と家庭生活との両立を実現できるよう、ワークライフバランスへの意識の醸成

を図ることが重要であると考えております。特に、町においては、町内企業の模範と

なるよう、女性職員のキャリア形成や能力開発、職員の意識改革をテーマとした研修

等を行うとともに、管理職への女性職員の登用を積極的に行うなど、性別にとらわれ

ず、誰もが活躍しやすい職場づくりに取り組んでまいります。一般論として、町の議

会議員にも多くの女性にチャレンジしていただきたいものであります。 

  ２、美しい自然を守り活かし、誰もが訪れたい、帰りたいと感じるふるさとづくり

は、将来アンケートにおいて、町内高校生たちが願うまちづくり政策を最も重要視し

ている部分になります。 

  （１）まず、資源循環型社会の推進についてでありますが、プラスチックごみの再

資源化に向けた回収方法の見直し検討など、関係機関と連携して、ごみ排出量の削減

に努めてまいります。 

  （２）環境保全の推進について。 

  えひめＡＩ－１の普及活動、そして四万十川流域自治体として、観光教育による啓

発活動はしっかりと継続してまいります。 

  （３）グリーンツーリズムの推進について。 

  現在、町内には、農家民宿やゲストハウス、また地域資源を活用した体験メニュー

も徐々に増えつつあります。南予地域では「ふるさと南予感動体験」と題した体験型

修学旅行の誘致・受入れに向けた取組を進めております。農家民宿等の支援や体験指

導者の育成など、さらなる受入れ体制の充実と魅力の向上に努めます。 

  （４）エネルギー対策の推進についてでありますが、本町における２０５０ゼロカ

ーボンの達成と、目指すべき将来ビジョンを示した鬼北町地球温暖化対策実行計画に

基づき、再生可能エネルギー導入によるエネルギーの地産地消や豊富な森林資源の利

活用などに取り組み、地域活力の向上に努めてまいります。 

  ３、福祉の充実で安心生活を確保し、誰もが安心して暮らせるふるさとづくりにつ

いて。 

  （１）まず、地域保健・医療体制の充実についてでありますが、７ページ、持続可
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能な地域医療の実現に向け、入院医療だけでなく、外来医療、在宅医療、介護との連

携などを含め、外部のコンサルタントによる現状分析と課題の可視化、中長期的ビジ

ョンの策定など、将来に向けた最適な医療の形を検討したいと考えております。 

  さらに、自殺予防やメンタルヘルス対策の一環として、ゲートキーパー養成講座の

実施や、インフルエンザ・おたふくかぜ・風しんなど、町内医療機関における任意の

予防接種に係る費用について、あらかじめ補助金を差し引いた金額を窓口での費用負

担とする委任払い制度の導入、がん患者補正具等の購入支援事業に抗がん剤治療によ

る脱毛を予防・軽減するための頭皮冷却用品を追加し、事業拡充を図るなど、今後も

町民皆様の健康保持・増進に取り組んでまいります。 

  （２）子育て支援策の充実について。保育所については、きほくの里保育園、認定

こども園さくら、認定こども園ゆずっこの３園体制とし、保育時間の延長、一時預か

り等を引き続き実施し、保育サービスの充実化を目指します。また、病児・病後児保

育については、令和７年１月から事業を開始したところであり、子どもが病気の際に

も安心して預けられる環境を整えてまいります。 

  ８ページ、９行目、さらに、全ての妊産婦、子育て世帯、子どもに対し、母子保健

・児童福祉の両機能が一体的に相談支援を行う機関として設置した、こども家庭セン

ターの機能強化に努めるとともに、出産・子育て支援交付金や一般不妊治療の助成に

加え、出産世帯応援補助金、拡大新生児スクリーニング検査用助成事業等、妊婦・出

産に係る経済的な負担の軽減に努めるとともに、産後ケア事業の宿泊型・日帰り型に

訪問型を追加し、利用者のニーズに合わせた支援に取り組んでまいります。 

  家計に対する財政支援としては、多子世帯の保育料の軽減措置や３歳以上の保育料

無料化、高校生までの医療費無料化を引き続き実施し、出生時と小学校入学時、中学

校入学時に、一時金を支給するすくすく鬼北っ子応援給付金を引き続き実施します。 

  また、子育て世代の定住や空き家の活用を推進し、地域の活性化を図るため、子育

て世代が特定の地域に居住する場合に支援する保育所遠距離通園支援事業や、子育て

世帯特定地域居住支援事業を実施します。 

  さらに、物価高騰に伴う学校給食の値上げを回避するため、学校給食費の支援額を

増やし、保護者の経済的負担の軽減を図ります。 

  （３）高齢者福祉の充実についてでありますが、９ページ、６行目、幅広い年齢層

に対する認知症サポーター講座、町民・事業者との連携による見守りネットワークの

取組を継続するとともに、えひめ認知症希望大使の活動支援や、支援者等を中心とす

る認知症初期集中支援チームの創設を検討するなど、基盤整備に取り組んでまいりま
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す。 

  また、高齢者等の災害弱者への支援として、避難行動要支援者の個別避難計画の策

定を民間のケアマネジャー等に委託するとともに、自主防災組織や民生委員等と連携

し、災害時に安全かつ迅速な避難支援が行えるための体制づくりに取り組んでまいり

ます。 

  （４）障がい者福祉の充実についてでありますが、３行目、障害福祉サービス、自

立支援医療や地域生活支援事業の各種給付、交通費助成の拡充などを通じて、障がい

者の社会参加支援や就労機会の提供を進めてまいります。 

  さらに、住み慣れた地域で安心して生活を送ることができるよう福祉避難所をはじ

め、障害福祉サービス事業所や県と連携しながら、災害時福祉支援の体制整備を推進

いたします。 

  （５）次に、地域福祉の推進についてでありますが、（５）の下から６行目、家庭

から排出するごみを集積場所まで持ち運ぶことが困難な高齢者、または障がい者につ

いて、個別に訪問し、収集運搬を支援し負担の軽減を図るとともに、ホームページや

広報誌を活用し、助け合い・支え合いの意識醸成のための情報や、各福祉分野におけ

る地域活動・福祉サービス等の情報発信に努めてまいります。 

  ４、整った生活インフラで快適生活を守り、誰もが安心・快適に過ごせるふるさと

づくり。 

  （１）防災・減災対策について。５行目、町民の防災意識の向上を図るため、広報、

回覧、宇和島ケーブルテレビを利用した啓発を強化するとともに、鬼北町地域防災計

画の随時見直しや、避難行動要支援者の個別避難計画の作成を促進することにより、

地域防災体制の確立を図ってまいります。 

  １１ページ、防災行政無線、ＩＰ告知放送システム、携帯電話の緊急速報システム

を用いた防災情報の提供についても継続して実施するほか、ハード面の整備について、

県が実施する砂防事業や急傾斜事業並びに河床掘削事業へのさらなる実施要望を行う

とともに、がけ崩れ防災対策工事の早期完成を目指してまいります。 

  町内の自主防災組織等関係団体に対しましては、講演会や出前講座、図上訓練や避

難所運営訓練を実施していただきます。 

  また、各自主防災組織の地域における災害に対する備えとして、各組織の備蓄品整

備や訓練等の強化を図ってまいります。 

  さらには、消防団については、新たに機能別消防団員制度を導入し、団員確保に取

り組み、消防団を含めた町全体における消防力の充実強化を図ってまいります。 
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  （２）情報基盤の整備・活用について。ＩＰ告知放送、インターネット、ケーブル

テレビなど、地域生活における通信環境の維持・確保を図るため、計画的な機器の更

新に努めてまいります。 

  （３）都市計画の推進についてでありますが、ＪＲ近永駅を中心とした総合的一体

的なまちづくりを推進するため、近永駅周辺賑わい創出事業の取組を展開し、町の玄

関口でもあるＪＲ近永駅を多機能型交流の場として改修を進めるとともに、中心部と

しての賑わい創出に努めてまいります。 

  また、近永アルコール工場跡地の活用について、方向性やその活用方法についての

議論を加速するため、関係課室等の委員からなる委員会を設置し、具体的な活用プラ

ンの作成に努めてまいります。 

  （４）次に、交通環境の充実についてでありますが、公共交通割引支援事業を継続

し、対象者や利用回数の拡大について検討を進めるとともに、タクシー事業者におけ

るドライバー不足の解消を強力に支援し、地域における移動手段の確保に取り組んで

まいります。 

  また、ＪＲ予土線について、愛媛県と予土線沿線市町と連携し、維持存続、利用促

進を図るほか、民間路線バスの運行支援や町営バスの運行など、引き続き町民の移動

手段である公共交通機関の維持・継続に努めてまいります。 

  （５）空き家対策について。効果的な空き家対策を推進するため、鬼北町空き家等

対策計画の見直しを図るとともに、そのまま放置すれば倒壊等のおそれがある老朽危

険空き家、管理不全空き家については、空き家対策特別措置法に基づき、指導、勧告

など、必要な措置を講じるほか、老朽危険空き家除却事業補助金交付制度の拡充を検

討し、危険空き家の除却に係る支援の強化に努めてまいります。 

  また、利用可能な空き家については、空き家バンク制度や空き家改修補助事業、再

生物件活用事業を最大限活用するほか、利用希望者とのマッチングにおいて、地域コ

ミュニティ活動における十分な理解、積極参加を促すなど、地域活動への理解と参加

意識の向上に努めるとともに、空き家の有効活用、移住定住促進に取り組んでまいり

ます。 

  （６）住宅・公園の整備について。公営住宅について、奈良・小串住宅の建て替え

を進めます。 

  また、賃貸共同住宅の整備に係る事業費の一部を補助する民間賃貸共同住宅整備補

助事業により町内住環境の充実を図り、定住人口の維持増加、転出人口の抑制に努め

るとともに、人口減少対策に取り組んでまいります。 
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  （７）上下水道の整備・保守についてでありますが、上水道事業においては、なお

一層、安全な水道水の供給に努めるとともに、施設の耐震化や改築・更新など、計画

的に老朽化施設等の整備を行い、災害に備えたライフラインを構築するため、昨年度

に引き続き国庫補助事業により、生田地区の基幹管路更新工事に着手するほか、生田

地区・日吉地区の一部の配水管耐震管更新工事に取り組んでまいります。 

  次に、下水道事業について、農業集落排水施設においては、施設整備から３０年を

超えるものもあることから、施設維持管理適正化計画を策定して、施設の適正な規模

などを基に、持続可能な施設改修を検討します。 

  浄化槽については、現在新たに設置することを禁止されている単独処理浄化槽がい

まだ多数使用されているため、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換促進を行

い、河川環境の保全を図ります。 

  （８）交通安全・防災対策についてでありますが、６行下、高齢者の運転免許証自

主返納を対象とした自主返納支援事業によるＫＩＨＯＣＡカードへの支援金の交付や、

給油補助券の配布を引き続き実施することで、自主返納を促し、交通事故の減少を目

指します。 

  防犯対策については、地区管理の防犯街路灯をＬＥＤ化する場合や新設する場合に

あっては、補助金を交付しており、特に、令和３年度から３年間は、防犯街路灯ＬＥ

Ｄ化率１００％を目指し重点的に取り組んでおり、今年度におきましても、まだＬＥ

Ｄ化されていない街路灯等につきましては、引き続き補助金交付を行い、犯罪抑止効

果の促進を図ってまいります。 

  ５、教育分野。 

  （１）学校教育の充実について。まず、学力の向上についてでありますが、小規模

校のよさを生かした特色ある教育を推進するとともに、学校間の交流学習や合同授業

を進めます。 

  ８行下、当町には、教育課程特例校として、平成２４年１２月に許可を受けている

日吉小学校と日吉中学校があり、郷土学を柱とした小中一貫教育を進めていますが、

さらに令和６年２月に、広見中学校が文部科学大臣の認可を受けました。これにより、

広見中学校は、独自の教科、地域コミュニケーション科を新設しており、引き続き教

育課程特例制度を生かした地域とともにある学校づくりを目指します。なお、今年度

から、鬼北町学校適正規模適正配置検討委員会を開催し、鬼北町内小・中学校の適正

規模・適正配置についての検討を再開いたします。 

  また、国・県の指導の下、地域人材と連携を図り、休日の部活動地域移行実証事業
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を推進してまいります。 

  また、愛媛県立北宇和高校の安定した生徒数の確保を図るため、高校と連携し、引

き続き全国募集に取り組むほか、北宇和高校教育寮北辰寮の適正な運営管理、また９

月に完成予定の多世代交流施設の活用により、生徒数の安定確保と高校魅力化事業の

推進に全力で取り組んでまいります。 

  （２）次に、生涯学習・生涯スポーツの充実についてでありますが、長寿化や余暇

時間の増加等により、生涯学習に対するニーズは高まっており、公民館を拠点とした

生涯学習の基盤整備は、大変重要だと考えております。 

  生涯スポーツの推進については、誰でも気軽に取り組めるニュースポーツの推進な

どで町民の健康増進を図ってまいります。 

  （３）伝統文化の継承・発展について。少子高齢化、地域の後継者不足により、伝

統文化の継承が危ぶまれています。住民の関心を高めながら、大切な歴史、文化、伝

統の継承が行えるよう取り組んでまいります。 

  （４）次に、文化財の保護・活用について、先人が残した足跡を後世に正しく継承

するとともに、地域の魅力として活用いたします。等妙寺旧境内については、奈良山

等妙寺史跡公園及び歴史交流館の活用を図ります。また、明星ヶ丘の老朽化してしま

った井谷家住宅の保存・整備をはじめ、防災、観光の両面を考慮し、進入路の拡張に

取り組みます。 

  （５）次に、人権尊重・男女共同参画についてでありますが、学校教育における人

権教育を推進、人権を考える集いの継続、また、ＬＧＢＴＱなど、新たな人権問題に

関する理解の促進に努めるとともに、男女共同参画への意識の高揚に努め、価値観の

多様化が促進する社会の中で、性別や年齢、障害の有無にかかわらず全ての町民がお

互いを尊重し合い、誰もがその人が持つ個性を能力を発揮できるよう、あらゆる差別

の解消に向けた人権学習や啓発活動の充実を図ります。 

  ６、ふるさとづくりについて。 

  多様化、複雑化する地域の課題を解決するには、行政の限られたマンパワーや財源

だけでは十分な成果を上げることが難しくなっています。町政に対する住民の理解と

関心を高めるよう分かりやすい情報提供に努めるとともに、住民の主体的な活動を支

援してまいります。 

  （２）効果的・効率的な行財政運営について。６行下、現在町が保有している施設

は、公共施設等総合管理計画に基づき管理しておりますが、老朽化の状況や維持管理

にかかる費用、使用頻度などを考慮し、公共施設の更新、統廃合、長寿命化等の対策
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を計画的に進めてまいります。 

  以上、施策の大要を掲げ、第２次鬼北町長期総合計画の施策実現に向けて、私を含

め職員の総力を結集し、議会や町民との協働の下、全力で取り組み、町民の皆さんに

満足度の高い行政サービスを提供していきたいと考えております。 

  また、施策の詳細につきましては、別冊の令和７年度課別主要施策に提示しており

ますので、御参照いただけますようお願いをいたします。 

  続きまして、令和７年度鬼北町一般会計補正予算の編成方針について考え方を申し

上げます。 

  Ⅲ、予算の大要でございます。 

  令和７年度当初予算につきましては、町長選挙前ということで、人件費、扶助費、

公債費等の義務的経費を中心とした骨格予算としておりましたが、本格予算となる６

月補正予算の編成に当たっては、町財政の健全性の確保に留意しつつ、政策的な予算、

新規事業について計上しております。 

  第２次長期総合計画後期基本計画に掲げる６つの基本目標に基づく推進施策につい

ては、引き続き取り組むこととし、関係予算を計上いたしました。また、新規事業と

して、観光客受入れ体制の構築を目指し、昨年度改修が完了した道の駅日吉夢産地に

続き、道の駅広見森の三角ぼうしの大規模改修に向けた測量設計費等を計上したとこ

ろであります。 

  なお、予算内容の詳細につきましては、この後、予算審議の中で御説明させていた

だきます。 

  Ⅳ、むすびに、今年の１月に、合併して２０周年の節目を迎え、鬼北町の将来像で

ある「自然豊かな 心豊かな 暮らし豊かなまち きほく」を基本に、これからも町

民の目線に立ち、皆さんが安心して住み続けられる魅力あるまちづくりを展開してい

く所存でございます。 

  町民の皆様の信頼に応えることができるよう、誠心誠意努めてまいりますので、何

とぞ議員の皆様をはじめ、町民の皆様の御理解と絶大なる御協力をお願い申し上げて、

私の令和７年度施政方針とさせていただきます。 

 

○議長（芝 照雄君） 

  これで施政方針の説明は終わりました。 

 

  次に、日程第６、一般質問を行います。 
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  今回の定例会には、末廣啓議員、長尾慶太議員、中山定則議員、今城喜久生議員、

山本博士議員、入田伸介議員、兵頭稔議員、以上７名から質問の通告がありました。 

  これを順番に発言を許可します。 

  まず、７番、末廣議員、一般質問を一問一答方式で行います。 

  末廣議員は、質問席へ移動してください。 

  それでは、時間はただいまから６０分の予定です。 

  末廣議員、質問１について質問を行ってください。 

○７番（末廣 啓君） 

  議席番号、７番、末廣啓です。 

  先の通告書のとおり、３件、一問一答方式で質問をいたします。よろしくお願いい

たします。 

  質問１、愛治地区における買物弱者の対応についてを問います。 

  愛治地区においては、令和７年３月末日をもって、総合食料品、日用品を扱う店舗

が閉鎖し、住民にとっては４月以降、大変不便な思いをし、日常生活をする上で不安

な毎日を強いられています。 

  確かに、移動販売等で４店舗の方々が愛治地区に入ってもらっていますが、移動販

売車よりも、常時そこに店舗があるとないとでは安心感が随分違います。 

  そこで、今行政がこの現状をどのように捉えているのかを問います。お願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、末廣啓議員の１番目の愛治地区における。 

○議長（芝 照雄君） 

  しばらく休憩します。 

休憩 午前 ９時５６分 

                           

再開 午前 ９時５７分 

○議長（芝 照雄君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、末廣啓議員の１番目の愛治地区における買物弱者の対応についての御質

問にお答えいたします。 
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  御質問の愛治地区の総合食料品、日用品を扱う店舗につきましては、Ａコ－プ愛治

店の閉鎖に伴い、チェーン店を展開する食品メーカーを仕入先とし、地域密着型のコ

ンビニエンスストアとして農協により運営されておりましたが、御承知のとおり、今

年３月末日をもって閉店され、その理由といたしましては、利用者や売上げの減少、

職員の不足、また店舗の老朽化による雨漏りなど、営業等にも支障が生じていたこと

などから、閉店という苦渋の決断に至ったと伺っております。 

  閉店を惜しむ声や、今後の買物に不安を感じる方など、農協としても当地域におけ

る店舗事業の撤退による影響について考慮をされた中、閉店後には週に３回の移動販

売により不安の解消に努めていく旨、お聞きをしてはおりますが、当店舗は愛治地区

の皆さんの生活基盤を支える重要な社会資源の１つと捉えておりましたので、私自身

大変ショックであり、非常に残念に思うと同時に、これまで店舗を利用されていた地

域の方々、特に移動手段が限られる高齢者の方々が受ける影響は、計り知れないもの

と感じているところであります。 

  現在のところ、他の事業者による店舗事業の再開など、予定されている動きはない

とのことですが、過去には、閉店となった同様の店舗を地域の方が活用し、店舗事業

の再開につながった事例等もあるとお聞きをしたところであり、地域において、今後

御検討をされる場合には、可能な限り支援をさせていただくとともに、創業者への当

店舗物件の情報提供や建物所有者との利用調整、利用可能な補助制度の確認など、当

地区における社会資源の充実を図る上で、町としても最大限の努力をしてまいりたい

と考えておりますので、御理解をいただきますようお願いをいたします。 

  以上で、末廣啓議員の第１番目の質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  丁寧な説明、答弁をありがとうございました。 

  農協の移動販売車、週に３回、確かに来られております。ですが、農協の以前あっ

たＡコープの駐車場に、３回とも３０分程度しか駐車して販売をいたしておりません

ので、非常に利用をする者にとっては、３０分の間に行って買物をしなきゃいけない

というふうなことで、窮屈な状況となっております。 

  ほかに業者さん、３店舗来ておられますが、それも毎日ではありません。週に何回

か、それも決まったコースだけなので、愛治地区全体の移動販売にはなっていないよ

うな状況にあります。 
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  そこで、先ほども言いましたが、常時店が店舗があるとないとでは、えらい違いで

すよということで、雨漏りもされておるようですが、ぜひ私が考えるには、道の駅三

角ぼうしとか、夢産地とかが、ぜひ出店に協力をしていただけないだろうかというよ

うな希望を持っております。 

  そこら辺について、どのようにお考えかお聞きしたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今ほど道の駅等の御協力を仰げないのかというような御質問であったと思います。

具体的に、企画振興課のほうでそういったお願いは今までのところしてはおりません

が、今ほどの御意見を踏まえ、また担当課と協議をさせていただければと思います。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  先ほど町長の答弁の中で、地域の方で店を運営するというか、自治会で地域、その

地区の自治会で店をするときには、全力で協力しますというような答弁をいただきま

したが、もし、そういうふうな地域の自治会で運営をするということになったら、補

助金といいますか、協力金というか、そういうふうな強力な支援はいただけるのかど

うか、現時点でどうなのかお聞きしたいと思っております。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  少しケースは違うんですけども、各公民館単位において、例えばガソリンスタンド

がなくなった場合とか、それから、移動販売そのものが全然なくなった地域であると

か、これまでも日吉地域についても、そういうことがありまして、ただ、ガソリンス

タンドについては、やはり同じ業者の方がいらっしゃるということで、そこに税金を

投入することについては、大変課題が多いということがあった。また、移動販売が全

く来てもらえない地域がある。これについては、その地域の方々、特に高齢者の方々

の独居老人の方々がですね、買物弱者といいますか、そういうのもあって、見守って

いかなければならないという部分があって、業者の方に見守っていただくことも含め

た地域移動販売というものについて、その一部を助成する形を取っております。 

  ただ、これもですね、やはり日吉地域のエリアのことですから、それ以外の業者さ

んが入ることについては、日吉商工会のほうにも十分に相談をしなければならなかっ
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たものですから、そこら辺りがあります。 

  ですから、愛治地区のほうでいろいろとお話をするにしても、やはり愛治には自治

会という大きな組織がございますので、そこら辺りで協議をしていただくことも１つ。

そこの中に行政が入ってですね、こういうふうなことをどうするのかということも協

力することは、やぶさかではないというふうには思っております。 

  それと、やっぱりお店というものについての支援については、やはり今入っていら

っしゃるＪＡ以外の何ですかね、移動販売の方々の営利にも影響するわけですから、

そこら辺りでどれほどの行政支援をしていいかというものについては、いろんな全国

の状況もチェックしとかないかんかなということも思うわけです。 

  ただ、愛治地区のほうで、もし移動販売も来てもらえない状況があったときには、

それはなるべく情報を察知して、その解決策については、行政の支援が必要だという

ふうなことを考えるべきではないかなというふうに思っております。 

  以上です。 

○７番（末廣 啓君） 

  町長、いつも言われますように、全てを行政に頼らずに、地域住民でできることは

してくださいというようなことをよく言われますが、自治会としても、そこら辺はい

ろいろと考えていきたいと思っております。 

  先ほど道の駅の出店についても、今後検討してまいりますということだったので、

ぜひ道の駅の出店と自治会での今後の検討、両方の考え方で、なるべく愛治は今すご

く店もなくなってさびれております。賑わいを取り戻すためにも、何とかしたいと思

っておりますので、どうぞ御協力をお願いしたいと思っております。よろしくお願い

します。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁は要りませんか。 

○７番（末廣 啓君） 

  いいです。 

○議長（芝 照雄君） 

  以上で質問１については終了します。 

  末廣議員、続きまして、質問に２について質問を行ってください。 

○７番（末廣 啓君） 

  質問２、ふるさと納税制度についてお伺いします。 

  先日の新聞報道によりますと、鬼北町の２４年度のふるさと納税の実績は、２３年
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度比で１,４５５万円減少しております。原因については、３月の予算委員会でも言

われたと思っておりますが、町民の方が理解できていないので、改めてここで質問さ

せていただきますけども、県内では、新居浜市と鬼北町だけが減少していると報道さ

れております。この現状をどう分析されているのか、下記のことについて問います。 

  （１）過去５年間のふるさと納税で寄附された額を問う。 

  （２）返礼品として扱っているものは、どのようなものがあるのか。 

  （３）今、米が話題、人気だと思いますが、足りているのかを問う。 

  （４）今考えられる減少した理由と、今後、納税額を伸ばしていくためにどのよう

な対策を打ち出そうとしているのかを問う。 

  （５）今年度の目標額は幾らに設定されているのか。 

  以上５点、お伺いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、末廣啓議員の２番目のふるさと納税制度についての御質問にお答えいた

します。 

  まず、１点目の過去５年間のふるさと納税で寄附された額を問うとの御質問ですが、

過去５年間のふるさと納税の寄附額につきましては、令和２年度が６,１２４万５,０

００円、令和３年度が６,１３１万２,０００円、令和４年度が７,４０６万３,０００

円、令和５年度が７,０１１万７,０００円、令和６年度が５,７０８万６,０００円と

なっております。 

  次に、２点目の返礼品として扱っているものは、どのようなものがあるかとの御質

問でありますが、返礼品といたしましては、お米、キジ肉や豚肉などの肉類、ユズや

栗、ホオズキ、イチゴなどの果樹・果物類、シイタケやトマトをはじめとした野菜類、

また、町内特産品による加工品や工芸品、飲料類に菓子類、まきやペットフード、成

川宿泊プランなどがあり、令和６年度における人気の返礼品の主なものといたしまし

ては、まき、お米、キジ肉、イチゴやユズ加工品などとなっております。 

  次に、３点目の今、米が人気だと思うが足りているか問うとの御質問でありますが、

全国的な米不足により物価高騰が起こる中、他県の自治体では、寄附者への返礼品と

なる米の在庫が確保できず、寄附金の返金や取扱い休止等の対応をせざるを得ない自

治体もあるように伺っているところです。 

  議員御心配のとおり、当町におきましても、返礼品として出品いただく事業者にお
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いて、ふるさと納税用の在庫は確保できない状況と聞いており、今年度については、

在庫による返礼品は休止とさせていただき、令和７年度収穫となる新米を先行予約と

する返礼品により対応をしているところであります。 

  なお、在庫返礼品については、随時、事業者と在庫確認を行う中、返礼品数量の調

整を図っておりましたので、休止に伴う寄附額等の返金は生じておりません。また、

新米予約返礼品につきましては、今年度の当町ふるさと納税においてトップの人気返

礼品となっており、今後も米需要の高まりに備え、現在、担当課と中間業者により、

事業者からの出品数量の拡大、また、出品いただける事業者や農家さんの新規獲得に

向け、準備を進めているところであります。 

  次に、４点目の２４年度の実績において、今考えられる減少理由と、今後、納税額

を伸ばしていくための対策を問うとの御質問でありますが、２０２４年度（令和６年

度）のふるさと納税寄附額については、１点目の御質問でもお答えしましたとおり、

５,７０８万６,０００円となっており、２０２３年度のふるさと納税寄附額７,０１

１万７,０００円に比べ、１,３０３万１,０００円の減収見込みとなっております。

減となりました主な要因の１つとしては、昨年度、ふるさと納税事業の促進を図るた

め、御支援いただく中間業者を県外事業者から県内事業者に変更し、町内における新

規返礼品の開発など機動力の強化に取り組んだところです。 

  しかしながら、一方で、業者を変更した場合、寄附者の皆さんが、ふるさと納税で

御利用いただくポータルサイト上から当町返礼品が一旦ページから削除され、新たに

再掲載されることとなり、結果、ページ上で高評価をいただいていた返礼品も新規返

礼品として掲載され、上位ページから外れる事案が発生したほか、当町返礼品の掲載

ページ等を登録されている寄附者の方におかれては、登録情報からの検索ができなく

なるなど、ポータルサイト上において競争力の低下を招いたことが要因の１つと考え

るところであります。この現象は、中間業者を変更した全国の自治体で発生する現象

であります。 

  また、当町返礼品のトップでもあります、まき製品について、コロナ禍におけるア

ウトドア製品としての需要が落ち着いたこともあり、例年ほどの寄附額につながらな

かったほか、鬼北キジの在庫不足により、キジ関連の返礼品に数量調整が生じたこと、

上位返礼品でもありました県の共通返礼品の終了なども減収要因と捉えているところ

であります。 

  今後の対策といたしまして、上位返礼品の在庫確保や関連商品の拡大等に既に取り

組んでいるところであり、まき製品についてはバリエーションを拡充し、寄附者ニー
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ズへの対応に取り組んでおります。また、在庫不足により数量調整が生じたキジ関連

製品につきましても、昨年度から飼養羽数を大きく増やすなど、十分な出荷羽数在庫

の獲得に努めているところであります。 

  また、競争力の低下を招いたポータルサイトにつきまして、当町返礼品への高評価

投稿を図るため、レビューキャンペーンを検討し、上位ページの掲載返礼品の増加に

つなげていきたいと考えているほか、引き続き新規事業者の獲得や新たな返礼品の開

発、寄附者への返礼品情報の提供、広告の運用など、当町の魅力ある返礼品を発信す

るとともに、新規寄附者の獲得、寄附者リピート率の向上を図るなど、ふるさと納税

寄附者の拡大に向けた取組を推進してまいります。 

  次に、５点目の今年度の目標額は幾らに設定されているか問うとの御質問でありま

すが、令和７年度当初予算における、ふるさと納税寄附金の計上額については、令和

５年度の実績額でもある７,０００万円を最低限の目標として予算計上したところで

ありますが、４点目の御質問でもお答えいたしました、寄附額拡大に向けた各種対策

の取組により、過去最高額となる寄附額の獲得に向け、ふるさと納税事業の推進に努

めてまいりたいと考えておりますので、御理解をいただきますようお願いいたします。 

  以上で、末廣啓議員の２番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、質問２、（１）について再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問２、（２）について再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  返礼品として扱っているもの、鬼北町の特産品、かなりの品数、品目だと思ってお

りますが、米とか、まきとか、キジとかがかなり人気があるということなんですが、

ほかに今年度は新しい返礼品を考えておられるのかどうかお聞きしたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  地域振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今年度新規の返礼品として、今現在６月までに４０品ほど新たに登録の申請をさせ

ていただいているところです。今後、最も力を入れていきたいものの１つの中に、県

外ではございますが、当町のユズを使用したお酒を取り扱っていただいている事業者
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がございまして、以前も直接鬼北町までユズの調達に来られたことがございました。

そちらの商品について返礼品等で扱えることができないのか、いろいろ調整をする中

で、総務省の許可をいただいた部分もございまして、今後、本格的に返礼品とするこ

とができないか、詳細検討をしたいと考えております。 

  ただ、ユズ自体、現在なかなか調達が困難な部分もあるというふうにお聞きをして

おりますので、そのタイミング等につきましては、改めて関係事業者等と調整をして

いきたいと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、末廣議員、質問２、（３）について再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  先ほどの答弁で、米も６年度は不足しているということだったんですけども、今年

度も多分米の需要といいますか、寄附者からの要望は高いと思うんですけども、不足

しないようにどのような対策を立てられておるか確認をしておきたいと思っておりま

す。よろしくお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今ほどの御質問でございますが、お米の需要の高まりについては、ふるさと納税も

含めて通常消費者が求める部分としては、なかなかふるさと納税に回ってくる部分を

確保するという部分については、なかなか新しい事業者等にお願いをする中で、全体

数を増やしていかないとなかなか厳しいものがあるんじゃないかなと考えているとこ

ろでございます。 

  先ほどの答弁にもございましたとおり、今現在協力をいただいている事業者以外の

事業者の方にも新たにお米を返礼品として出品をしていただくことが可能なのかどう

かということを中間事業者、並びに町の担当者が各地を回って御協力のお願いをして

いくという形を取らせていただく予定としておりますので、そういった対策を取る中

で返礼品としての数量確保に努めていきたいと考えているところでございます。 
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  以上です。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  追加なんですけども、ここのお米をふるさと納税のほうの額として上げる最大のポ

イントは、農家の方々が今まで信頼をしておる農協さんに出すのか、または一般の民

間の方と、個人で売買をすることを農家の方が望まれるのか、その中に入っていかな

あかんわけですよ。そこに、ふるさと納税品として出してもらえまいかという話をし

ていくわけでありますから、そこら辺りについては、今までの業者さんは、県外の方

でありましたので、そこまでのことはできないと。しかし、今回から業者を変えたの

は、いろんな農家の方も含めた、いろんな返礼品を生み出していきましょうという提

案があったものですから、やっぱり今必要なのは、これまで企業さんのほうでいろん

な製品を出そうとしておりましたけども、本当にふるさと納税の制度というものを町

民の方に知っていただくためには、やはりそのような農家さんも含めたいろんな方々

に出品をしていただいて、出したものを買ってもらう喜び、寄附していただく喜びと

いうものを味わってもらうことも大切なんじゃないかなというところで、業者さんを

変えたわけです。 

  その業者さんだけでは、なかなか難しいものですから、議員の方々もですね、そこ

ら辺り、米の確保について、俺、私はあの人を知っとるよというようなですね、ぜひ

とも御提案をいただければ幸いでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、よろしいですか。 

○７番（末廣 啓君） 

  了解。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは末廣議員、質問２、（４）について再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  納税額が減少した理由として、中間業者の変更が主な要因というような答弁だった

と思うんですけども、納税者が戸惑わんように、今年度はもうそういう問題は解消さ

れておるんでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今ほどの御質問でございますが、例えばまきを一例に挙げさせていただきますと、
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楽天のポータルサイト上で、今まではかなりの人気の商品であった部分がですね、業

者を変えたことによって、一旦削除をされてしまった、高評価が飛んでしまった。そ

ういったことで、かなりページをめくってもなかなか出てこないという状況が生じて

いたわけでございますが、そこら辺を解消するべく、ページ構成等も変更をもう既に

まき製品は修正を完了したところでございまして、楽天でまきで検索していただくと、

約３,０００商品ぐらいあるんですが、その中で、鬼北の鬼のまきというのは、トッ

プページ、この間、見ると３番目に上がってきておりましたので、寄附を希望する方

の目に届くような形で回復をしてきているんじゃないかと考えているところでござい

ます。 

  今後、別の商品につきましても、同じような形で順次ポータルサイト上での競争率

強化ということで修正を図っていきたいと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  了解。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、末廣議員、質問２、（５）について再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  今年度の目標額７,０００万ということでしたが、今現在の納税額、４月、５月は

順調かどうか、金額は問いませんが、順調かどうかをお伺いしたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今ほどの御質問でございますが、金額は問わないということでございましたので、

一応４月の状況につきましては、せんだって中間事業者から御報告がありました。昨

年比で今年度の４月は２倍近くと、５月はまだ報告をいただいてはいないんですが、

一応データ等で私確認をしたところ、２０倍近いという形の状況がございます。これ

は米製品の関係もあるので、当町だけではなくて、よその状況も同じように、もしか

したら伸びている部分もあるかもしれませんが、当町だけで言いますと、昨年度より

もある程度４月、５月については、ちょっと伸びているというふうに捉えているとこ

ろでございます。 
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  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  了解します。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問２ついては終了をいたします。 

  続いて、質問３について質問を行ってください。 

○７番（末廣 啓君） 

  質問３、蛍光灯製造中止の対応についてをお伺いします。 

  ２０２７年末をもって、蛍光灯の製造、輸出入が全面的に中止されることになって

いると思います。あと３年足らずで、ＬＥＤ照明等への器具の変更等の移行が急務と

思われますが、現時点でどのようにお考えか下記について問います。 

  （１）各地区の集会所等、町内の公共施設の切替えはどう考えているのか。 

  （２）当然各家庭でも切替えは必要となりますが、住民への周知啓発はどのように

するのか。 

  （３）公共施設においても、各家庭においても切替えは費用が必要かと思いますが、

補助金、または助成金等はどのように考えているのか。 

  ３点お伺いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、末廣啓議員の３番目の蛍光灯製造中止の対応についての御質問にお答え

をいたします。 

  １点目の各地区の集会所等、町内の公共施設の切替えはどう考えているのかとの御

質問でありますが、議員御指摘のとおり、蛍光灯については、２０２７年末をもって

製造が中止されることになっております。 

  ２０２３年の１１月にスイスで行われた、水銀に関する水俣条約第５回締約国会議

において、水銀添加製品の規制が見直され、一般照明用の蛍光ランプの製造・輸出入

を２０２７年までに段階的に廃止することが決定されたことによるものであります。

なお、蛍光灯の使用及び製品の売買が禁止されるものではございません。 

  各地区の集会所など集会所施設における照明施設の対応につきましては、既に複数
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の地域から問合せをいただいておりますが、集会所施設の修繕、改修、設備導入にお

いては、経費の一部を補助するコミュニティ施設整備事業補助金を御活用いただくよ

う御案内をしているところであります。 

  次に、本町の公共施設につきましては、比較的最近整備されました役場本庁舎、別

館、危機管理棟、広見中学校、３つの保育園等以外につきましては、蛍光灯を使用し

ている施設が多く存在しております。今後のＬＥＤ照明への変更については、施設の

利用状況によって一括に更新するのか、使用不能になった器具から更新するのか、あ

るいはリースがいいのか、いずれにせよ、多額の財政負担が予想されることから、現

在、近隣市町の情報を収集しながら検討を行っており、計画的に更新をしていく予定

としておりますので、御理解いただきますようお願いいたします。 

  次に、２点目の各家庭でも切替えは必要となるが、住民への啓発はどのようにする

のかとの御質問ですが、令和４年度の環境省調査では、ＬＥＤ照明のみ使用している

家庭・世帯は２３％、ＬＥＤ照明とほかの照明の併用は５０％、ＬＥＤ照明なしが２

０％、不明７％となっております。また、別の調査では、蛍光ランプ生産終了のこと

を「知らない」と回答した人が、約８割というデータもあることから、住民の皆様、

また事業者様に対し、蛍光ランプの製造と輸出入が２０２７年末までに段階的に廃止

なる旨、また、計画的なＬＥＤ照明への切替えについて、広報誌、回覧、告知端末、

町ホームページ、ケーブルテレビ等により早急に周知・啓発してまいります。 

  次に、３点目の補助金等はどのように考えているのかとの御質問ですが、現在のと

ころ、鬼北町には蛍光灯のＬＥＤ化に対する補助金はございませんが、財政面等を考

慮しながら、また県内自治体の状況も参考に、今後検討していきたいと考えておりま

すので、御理解いただきたいと思います。 

  以上で、末廣啓議員の３番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  末廣議員、質問３、（１）について再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、（２）について再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  住民の方々といいますか、８０％の人がなくなることを知らないというような答弁

だったと思うんですけども、もうあと３年足らずなんで、ぜひ早急に周知していただ
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きたいと思っております。 

  それと、切替えについては、いろいろと器具の交換とかいろいろあろうかと思いま

すけども、ぜひＬＥＤの切替えを進めていただきたいと思っております。 

  回覧とか、ＵＣＡＴとか、いろいろな報道を通じてするということなんで、早急に

周知していただきますようにお願いをいたします。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁は要りますか。 

  はい。質問３、（３）について再質問はありますか。 

○７番（末廣 啓君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、以上で末廣啓議員の一般質問を終わります。 

  ここで、しばらく休憩をいたします。 

  再開を１０時４５分とします。 

休憩 午前１０時３２分 

                           

再開 午前１０時４６分 

○議長（芝 照雄君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、１番、長尾慶太議員の一般質問を一問一答方式で行います。 

  長尾議員は質問席へ移動してください。 

  時間はただいまから６０分の予定です。 

  長尾議員、質問１についての質問を行ってください。 

○１番（長尾慶太君） 

  １番、長尾慶太。通告のとおり、私から質問を１件、一般質問を始めます。お願い

します。 

  鬼北町における選挙投票率の低下と今後の対策について問います。 

  近年、鬼北町においても町長選挙や町議会議員選挙を含め、投票率が年々低下傾向

にあります。町民の政治への関心の低下や、高齢化・若年層の棄権が背景にあると考

えられます。この状況を打開するために町としてどのような対策を講じているのか、

また、今後どのように町民の政治参加を促していくのかをお伺いします。 
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  特に、以下のような観点から御答弁をお願いいたします。 

  （１）今回及び８年前の町長選挙、町議会議員選挙における年代別の投票率の推移

とその要因分析。 

  （２）期日前投票所の利便性向上や移動困難者への支援策。 

  （３）若年層への政治教育・啓発。 

  （４）ＳＮＳや町広報を活用した情報発信の充実。 

  （５）投票環境のＩＴ化に対する町の見解。 

  （６）投票参加を促すための町独自の取組についてお伺いしたいと思います。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、長尾慶太議員の鬼北町における選挙投票率の低下と今後の対策について

の御質問にお答えをいたします。 

  １点目の今回（２０２５年４月８日告示）及び８年前（２０１７年４月１１日告示）

の町長選挙、町議会議員選挙における年代別の投票率の推移とその要因分析について

の御質問ですが、今回の選挙については、全体投票率は７１.６８％、８年前は８１.

６１％であり、９.９３ポイント低下しております。年代ごとの投票率につきまして

は、今回の選挙においては、１０代２４.５％、２０代４９.３％、３０代６４.１％、

４０代６９.６％、５０代７６.７％、６０代８３.１％、７０代８２.２％、８０代以

上５４.４％となっております。 

  ８年前の町長・町議会議員選挙につきましては、文書保存年限の５年を過ぎている

ため、年代別のデータが残っておりませんが、今回の町長・町議選の投票率を見ると、

６０代、７０代に比べ、２０代、３０代の投票率が低いことが見てとれます。その要

因につきましては、政治への関心の低下、若者の選挙離れなどが主な要因と考えてお

りますが、町長・町議会議員選挙に限らず、国政・県政選挙においても、いずれも全

体投票率は低下傾向にあり、この傾向は、鬼北町に限らず全国的にも同様の傾向とな

っております。 

  次に、２点目の期日前投票所の利便性向上や移動困難者への支援策についての御質

問ですが、期日前投票所については、役場本庁と日吉支所に設けており、役場本庁に

ついては、午前８時３０分から午後８時まで、日吉支所については午前８時３０分か

ら午後６時まで投票可能としております。以前は、当日投票に行けない理由等を書く

必要がありましたが、近年は要件が緩和されたこともあり、利用者が増加しており、
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全投票者に対する期日前投票の占める割合は、８年前の選挙で１９.８２％であった

ものが、今年の選挙では３１.１０％と１１.２８ポイント上昇しております。 

  移動困難者への支援については、現在のところ実施しておりませんが、有権者の減

少により、投票所の統廃合を実施する必要が生じた際には、投票所までの距離が長く

なる有権者を支援するための移動投票所等の導入を検討する必要があると考えており

ます。 

  次に、３点目の若年層への政治教育・啓発（中・高校との連携、模擬選挙など）に

ついての御質問ですが、北宇和高校においては、例年、愛媛県選挙管理委員会主催の

出前講座を共同で実施しております。昨年・一昨年については、模擬投票を実施いた

しました。今年度においても、６月９日に模擬投票が予定されているところでござい

ます。また、北宇和高校生を対象に、町長・町議会議員選挙に向けて、選挙への関心

・明るい選挙の実現を呼びかける啓発標語（キャッチコピー）を募集したところ、１

９６名の応募があり、最優秀に選ばれた「さぁ君も！鬼北の明るい未来に一票を！！」

を横断幕や立て看板に活用させていただいたところです。また、小・中学校について

は、毎年選挙啓発用ポスターを募集し、多くの応募をいただいております。 

  次に、４点目のＳＮＳや町広報を活用した情報発信の充実についての御質問ですが、

現在のところ、ホームページや広報誌を中心に周知をしておりますが、今後は若者へ

の情報発信ということで、インスタグラム、フェイスブック等の利用も検討したいと

考えております。 

  次に、５点目の投票環境のＩＴ化に対する町の見解についての御質問ですが、現在

のところ、法的には、地方公共団体の議会議員、または長の選挙のみ、特例として電

子投票が認められております。しかしながら、これは投票所における電子投票であり、

インターネットを利用した投票ではないため、有権者は投票所に出向く必要があり、

各投票所への機材整備も必要となってきます。また、国政選挙においては認められて

いないため、選挙によって電子投票になったり、紙の投票になったりという状況が発

生し、混乱を招くことから、現在のところ大きなメリットがあるとは考えておりませ

ん。また、町内に導入事例がなく、県外での事例も少ない上、機材トラブルにより選

挙無効の判決が出た例などもあることから、導入は時期尚早と考えております。 

  次に、６点目の投票参加を促すための町独自の取組についての御質問ですが、現在

のところ、町内放送での投票呼びかけや、投票日に広報車での投票呼びかけを実施し

ております。４点目の回答と繰り返しになりますが、今後はＳＮＳ情報発信について

も検討していきたいと考えております。 
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  以上で、長尾慶太議員の１番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  長尾議員、質問１、（１）について再質問はありますか。 

○１番（長尾慶太君） 

  答弁のほど、ありがとうございました。 

  １番について、年代別の投票率、８年前はちょっとないということでしたが、ない

ということは承知なんですが、そのほかの選挙というところでは、どのような状況か

をお伺いしたいと思います。例えば参議院、衆議院というところで、国政の選挙、議

員選挙をお伺いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁いたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  ほかの選挙の年代別ということでしょうか。ちょっと今手元に持っておりませんの

で、また後刻、報告したいと思います。申し訳ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  長尾議員、再質問はありますか。 

○１番（長尾慶太君） 

  ないです。 

○議長（芝 照雄君） 

  いいですか。 

  それでは、続きまして、質問１の（２）について再質問はありますか。 

○１番（長尾慶太君） 

  期日前投票に関してですが、今現在、日吉と鬼北庁舎というところで期日前投票を

していただいていると思います。私も重要な点については、場所と時間と手続という

ところが重要なのかなと思っていまして、その場所というところに関して、日吉と鬼

北庁舎というところの２点だけで本当に足りているのかというところ、移動困難者に

対してその２点に対して行ってもらうということに対して、町長はどういうふうなお

考えかというのを再度お聞きします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  答弁を求めます。 
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○町長（兵頭誠亀君） 

  期日前投票の場所を２か所に設定しておるというのは、平成の大合併をしたところ

の各市町においても同じような例が見受けられます。多分、長尾議員がおっしゃるの

は、各地区の公民館とかいうことも、期日前投票にしたらもっと投票率が上がるんじ

ゃないかということがあるんじゃないかと思うんですけども、１つの期日前投票の事

務を開くのに、一般の方の投票立会人、選挙管理者等、投票管理者というものも必要

ですし、なかなかそれを全体する町民の方々もずっと座っていただかねばならないと

いうことになります。そこら辺りのことも考えて、全国の自治体で、そこまではなか

なか難しいという御判断じゃないかなと思うわけです。 

  大切なのは、やっぱりここで一番注視しなければならないのは、長尾議員が第１点

目のところで御指摘いただいた、若年層の投票率の低下というところだと思うんです

よ。その方々は、車の運転等ができるわけですから、投票所が期日前投票のところが

広がらなくても、その分については、しっかりしていただける、意志があればしてい

ただける。そこら辺りのほうに本当の課題があるんじゃないかと私は思っておりまし

て、計器の増数ということもあって、今回のこの２つ目のところの期日前投票の場所

を開くということについては、少し気持ち的には低い部分になっておりますが、御理

解いただきたいと思います。 

○１番（長尾慶太君） 

  ありがとうございます。 

  場所に関して、公民館とかいうのは、若年層に関しては車があるからということで

すが、高齢者に関しては、やっぱり車を今後手放していく方もおられるというところ

で、この移動困難者が増えるところだと思います。その点に関して町長のほうはどう

いうお考えでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  私よりも先輩方というか、年上の方が、約半分いらっしゃるんですけども、その方

々から期日前投票について、日吉支所と役場以外のところに設置をするべきじゃない

かという御提案は、長尾議員が初めてでして、今までにそういうふうな御意見がなか

ったものですから、今のところは、そのつもりはなかったというところでございます。

また、長尾議員がいろんなお話を聞かれて、そういうふうな御意見があるんであれば

検討せないかんと思うんですけども、今のところ、私の耳には入っておりません。そ

れとして、現在のところは、期日前投票は２つでいいんじゃないかなと私は考えてお

ります。 
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  以上です。 

○１番（長尾慶太君） 

  ありがとうございます。 

  場所というところに関してですが、私も高齢者とお話をすると、やっぱり移動で投

票したい、バスで来ていただくとか、訪問販売、先ほど一般の立会人が必要だという

ことをおっしゃられていましたけど、その点に関して移動投票であったりとか、行政

側の立会人で十分足りるのかなと思っておりますが、そういったところの移動投票と

か、訪問投票というのは、御検討のほうはないでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁いたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  先ほど町長の答弁にもあったんですけれども、もし今現在１８か所、投票所があり

ますが、そちらが統廃合なって、身近な投票所がなくなったような場合には、移動投

票所ということで、いわゆる車で行ってというような投票も考えないといけないんで

すけれども、今全国的には人口減少によって投票所を統廃合するというような流れに

なっておりまして、なくなったところへ移動車を持っていくというような流れ、お隣

の町でも、昨年まで１０か所あった投票所を今年から３か所にするというふうには聞

いております。その代わりに、移動投票所、車を持っていくというようなお話を聞い

ております。 

  そういったことになりましたら、移動投票についても考えたいと思っております。

今のところ、当日の投票所は、鬼北町としましては１８か所設置をしておりますので、

どうしても出にくい場合は、当日の最寄りの投票所へ行っていただけたらというふう

に思っております。 

  期日前につきましては、先ほど町長が申し上げましたとおり、現在のところ２か所

というふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  長尾議員、再質問はありますか。いいですか。 

○１番（長尾慶太君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、長尾議員、質問１、（３）について再質問はありますか。 
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○１番（長尾慶太君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  では、続いて（４）について再質問はありますか。 

○１番（長尾慶太君） 

  （４）についてですが、インスタグラム、フェイスブックのほうで、今後情報発信

を促していくというところでした。私のほうも選挙に出るに当たって掲げたところで、

議会の見える化であったり、議会の透明性というところを掲げさせていただいて、こ

れが何に選挙につながるかといいますと、町民が議会を見るという、評価をできる場

だと思っています。その点に関して、フェイスブックやインスタグラムで今現状の場

であったら愛媛新聞社様であったり、ＵＣＡＴ様だけだと、これで本当に透明性とい

うか、行政の内容の報告というところができているのか。ほかの町ではユーチューブ

が一般的なのかなというところ、この一般質問に関しても、名前を検索したらその人

の一般質問の内容が出てくるとか、そういうところが出てくる状況です。 

  そういったところに関して、情報発信というのが鬼北町は弱いのかなと思うんです

が、フェイスブックやインスタグラムで本当に足りているのかというところを行政、

町長にお伺いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁いたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  おっしゃられるとおり、ＳＮＳによる情報発信、大分弱めといいますか、今まであ

まり力を入れてなかった部分でありますので、今回御指摘がありましたとおり、今後

はうちの公式アカウントがありますのがインスタグラムとフェイスブックになります

ので、そちらで発信をしていきたいと思っておりますが、一般質問をいただいたのは、

選挙に関することというふうに理解しておりましたので、選挙の啓発に関しましては、

そちらを利用していきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  長尾議員、再質問はありますか。 

○１番（長尾慶太君） 

  ＳＮＳの広報というところなんですけど、パブリックコメントも鬼北町にあると思

います。ちょっとパブリックコメントの趣旨がちょっと違うのかもしれませんが、こ
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こに関して、選挙に関してのＰＤＣＡというところの御意見等というのをいただくと

いうことは難しいのでしょうかに対して問います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁いたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  申し訳ありません。選挙に関するＰＤＣＡというと、例えばどういったことを想定

されて言われているんでしょうか。 

○１番（長尾慶太君） 

  先ほどＳＮＳの町の広報の情報の発信というところで、発信に対してどういったプ

ランを立てて、どういった実行をして、どういったチェックをしているのかというの

が、町民にも見えませんし、どういったことをされているのかという現状が分からな

いというのが現状です。そういったところに関して、パブリックコメントであったり、

ＳＮＳ以外に関しても選挙の在り方というところに関してのパブリックコメントで出

すことはできるのではないかなと私は考えてはいるんですが、そういったところに関

して行政側はどういうふうにお考えでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  今、長尾議員は選挙に関する啓発について、どんどん情報発信しなければならない

というふうなところでの御質問だと思うんですけども、実際に２０代、３０代、４０

代の方々が、それの分を発信したときに、例えばユーチューブ等でそれを御覧になっ

た方がですね、それぞれ自分の好きな部分は御覧になるだろうと。 

  私が思うのは、議員さんそれぞれ一人ひとりがお考えがあるわけやから、ユーチュ

ーブを流すにしても、ずっと流さないかん。それでも順番があるところです。やっぱ

りユーチューブは今普通に考えれば、公平というふうに見られるかもしれませんけど

も、私からすれば、それを選択する側の部分として選択しやすいものしか見えないと

いうような状況もあるんじゃないかな。そういうものに私は問題がある、ユーチュー

ブには問題があるんじゃないかと思うわけです。 

  議員は、一つひとつの部分について情報発信ということを言われますけども、やは

り一番、うちが危惧せないかんのは、政治への無関心ということについての部分です

から、まちづくりというものをしっかりしとるつもりでも、それを御理解いただけな

い。それをどうするかという情報発信は、私は考えておりますけども、選挙啓発とし

ての部分については、４年間の議員の方々、また、町理事者側の施策というものをし

っかり今まで以上にやっていかなきゃならないということが大切なんじゃないかなと
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思うわけであります。 

  最後のＰＤＣＡのアクションの部分についても、やはりその部分が合致するんじゃ

ないかなと私は思っております。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  長尾議員、再質問はありますか。 

○１番（長尾慶太君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、長尾議員、質問１、（５）について再質問はありますか。 

○１番（長尾慶太君） 

  今は大丈夫です。 

○議長（芝 照雄君） 

  では（６）について再質問はありますか。 

○１番（長尾慶太君） 

  （６）に関して、私も今回選挙に出てみたんですが、今回選挙管理委員会に問い合

わせたところ、選挙公報がないよというところ、地盤選挙と言われるように、言葉は

悪いかもしれませんが、やはり人を選んでいるという選挙になっているのかなと私は

思っています。 

  やはり何をしたいのか、議員が、町長がといったところを見ていただくという場が

やっぱり必要なのかなと思っていますが、そういったところに関して選挙公報であっ

たり、討論会であったりというのは、今後４年後だったり、間の中でというところで

開く予定があるのかというのをお聞きします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁いたします。 

  １つだけ、政策ではなしに、人を見とるということだったんですけども、人を見る

のも有権者の１つの選択肢としては十分尊重しなければならないことと私は思ってお

りまして、長尾議員さんが言われる両方ということも必要だと思いますけども、そこ

は御理解いただきたいと思います。 

  では、お願いします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  今ほど選挙公報のお話があったんですが、町の選挙の場合ですね。公示してから選
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挙日までの期間が非常に短いです、国政と違いまして。ですので、公告を郵送した場

合に、住民の方のお手元に届くのが選挙当日とか、前日とかになる可能性が非常に高

いです。国政の場合は、期間が随分ありますので、期日前の１６日とかあります。そ

うすると届けることができるのですけども、町の場合は、そういったこともあって、

届いていないといったような混乱も起こる可能性もありますので、現在のところ、お

送りしていないというような状況となっております。 

  これは、ほかの自治体でもやはり同じような考えをされているところもあるという

ふうにお聞きしております。 

  以上です。 

○１番（長尾慶太君） 

  私の言ったような人と、町長がおっしゃられた人を選ぶというところと、方法で、

選挙の公約というところで選ぶと、どちらもとても重要だと思います。 

  私は、選挙を通した中で、実際私も政治活動団体の中のチラシを配らせていただき

ました。それを見て電話をいただいた方というのは、たくさんいらっしゃいます。そ

ういったところで、やっぱり選挙の公約というのは、やはりどんどん挙げていく必要

があるのかなと。何をしたいのか、議会に入ってからやる、決めるというやり方とい

うのは、今のところ、これは議会側の問題点なんだと思いますけど、どんどんそうい

ったところの政治参加の若者を見ていくというところを促していきたいなと思ってお

ります。 

  はい、このたびは、ありがとうございました。 

○議長（芝 照雄君） 

  長尾議員、もういいですか。 

○１番（長尾慶太君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、以上で長尾議員の一般質問を終了します。 

  それでは、次に、６番、中山定則議員の一般質問を一問一答方式で行います。 

  中山議員は、質問席へ移動してください。 

  時間はただいまから６０分の予定です。 

  中山議員、質問１について質問を行ってください。 

○６番（中山定則君） 

  議席番号６番、中山定則です。 
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  先の通告のとおり、一般質問を行います。 

  質問１、第三次鬼北町長期総合計画策定について。 

  令和７年度は、第二次鬼北町長期総合計画の最終年度であり、第三次鬼北町長期総

合計画策定年度となります。第三次鬼北町長期総合計画策定の素案作成に当たって、

次の取組はできないか問います。 

  通告では、素案作成に当たってということで出させていただきましたが、素案段階

というか、何かがないと後の質問のとおりのことができないと思いますので、そうい

うことで理解いただいたらと思います。 

  （１）全員協議会での議員との意見交換。 

  （２）文化協会、スポーツ協会、ＰＴＡ、老人クラブ等関係団体へのヒアリング。 

  （３）農林業の振興、近永アルコール工場跡地の活用、鬼北総合公園施設の充実、

公園・広場の整備、観光の振興、雇用の創出、高齢者福祉の充実、子育て支援策など

分野・テーマ別の町民との意見交換会の開催。 

  以上、お願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、中山定則議員の１番目の第三次鬼北町長期総合計画策定についての御質

問にお答えをいたします。 

  まず、１点目の第三次鬼北町長期総合計画策定の素案作成に当たり、議員全員協議

会での議員との意見交換についての御質問であります。 

  議員御承知のとおり、長期総合計画とは、行政運営の長期的指針であるとともに、

町の将来像やまちづくりの理念を示すものであり、現行の第二次鬼北町長期総合計画

については、町の将来像と政策を明らかにする基本構想と、基本構想の実現に向け重

点的に取り組むプロジェクトや推進施策、施策方針を定めた基本計画で構成され、基

本構想の構想期間は１０年間、基本計画については前期と後期に区分し、計画期間は

それぞれ５年間とし、現行計画の最終年度は令和７年度としているところであります。 

  次期計画となる第三次鬼北町長期総合計画の策定に当たっては、昨年度に住民基礎

調査を終え、現在、調査結果における課題の洗い出し、ニーズ把握や過去調査結果と

の経年比較など、集計・分析作業を進めるとともに、次期計画における基本構想案の

検討作業を進めているところであり、構想案をまとめた後に、施策方針や推進施策な

ど基本計画案を策定し、基本計画案については、現行計画における実施状況や成果を
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踏まえた上で、各部署における係長以上で構成される長期総合計画策定委員会専門部

会において、具体的な計画案の協議・検討を予定しているところです。 

  また、基本構想案、基本計画案につきましては、計画骨子や計画素案など、各種団

体や住民代表で構成する総合計画審議会において、御審議、御意見を頂戴する予定と

しておりますので、素案作成の段階において、議員全員協議会で御意見をお伺いする

予定は考えてはおりませんが、議会からの御要望等により、進捗状況の御説明など対

応させていただくとともに、分野ごとの推進施策や取組事業など素案が固まり次第、

御説明の上、御意見を頂戴したいと考えているところであります。 

  次に、２点目の文化協会、スポーツ協会、ＰＴＡ、老人クラブ等の関係団体へのヒ

アリングについての御質問でありますが、各種団体へのヒアリングにつきましては、

昨年１１月から今年３月にかけ、ヒアリングシートにより実施をしたところでありま

す。各団体からいただいた御意見や課題を整理した上で、計画案策定における参考と

させていただくところであります。 

  次に、３点目の農林業の振興、近永アルコール工場跡地の活用など、分野・テーマ

別の町民との意見交換会の開催についての御質問でありますが、次期計画の策定に当

たっては、町の将来像やまちづくりについての意見交換を図る住民ワークショップを

昨年度開催したところであり、次期計画案における町の将来像やビジョン検討の参考

とする予定としておりますので、議員御質問の分野・テーマ別など、個別の意見交換

会、住民ワークショップ等の開催は考えておりませんが、御意見を踏まえ、今後計画

見直しを図る際には、分野別ワークショップの開催等についても検討をしてまいりた

いと考えておりますので、御理解をいただきますようお願いいたします。 

  以上で、中山定則議員の１番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、質問１、（１）について再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  先ほどの答弁で議員から要望があればということであったと思うんですが、ぜひと

も、私としては意見等を言わせていただきたいので要望するわけですが、議会のほう

でまた御検討いただくとして、その時期なんですが、時期について素案がまだできて

いないということなんですが、いつ頃になるか予定をお願いいたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 
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  今ほど御質問をいただいた内容につきまして、まず、要望等があればという部分で

答弁のほうにもございましたが、要望等があればという部分については、進捗状況で

あったり、今後のスケジュールであったり、そういった部分について、議会のほうか

ら御要望等ございましたら御説明させていただきたいという形で考えているところで

ございます。 

  素案等について、議会の皆様に御意見等を頂戴したいと考える時期についてでござ

いますが、今回スケジュールといたしましては、まず、７月頃に基本構想案、素案が

固まった後に、審議会のほうにお諮りをさせていただきまして、その後、並行して基

本計画の素案を作成していくわけですが、大体の草案が固まるのを１０月と予定をし

ております。１０月と１１月に審議会それぞれ開催をしたいなと考えているところで

ございまして、１回目と２回目の審議会の間にですね、もしできれば議員さん方、議

会全員協議会等をお願いをして御説明させていただければと考えているところでござ

います。 

  そういった中で、御意見等いただいた中で、最終的にパブリックコメント等を実施

したいと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  確認なんですが、７月に素案ができ、その後、審議会等を開くということで、審議

会１回目が済んだ後、２回目から３回目の間ぐらいという話で、そのときに議員の意

見、提案等も聞いていただけるということでいいのかどうか再度確認させていただき

ます。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今ほどの御質問でございますが、７月に基本構想の素案がほぼほぼ固まる予定とし

ておりますので、その頃に審議会と。基本構想の次に基本計画の策定を予定しており

ますので、その素案がほぼほぼ、大体の素案が固まるのが１０月だと聞いております

ので、その時期に議員さん方から、今回の素案について御意見等を頂戴したいと考え
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ているところでございます。 

  ただ、ある程度素案がもし固まっている部分がありますので、大きな部分について

修正等はひょっとしたらできない部分もあるかもしれませんが、最大限、議員さん方、

また住民の方々の声を集約する形で修正等をまた図って、パブリックコメント等を実

施していきたいと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  基本構想があり、基本計画の段階、基本計画があって、また実施計画、施策につな

がるわけですが、基本計画の段階でやはり意見を出させていただくということがいい

んじゃないかと私は考えているんですが、やはり基本計画、基本構想だけで意見を求

めるということではなくて、基本計画の段階での素案の段階で意見を求めるようにし

ていただいたらと思うんですが、その辺、再度伺います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  この長期総合計画の提案権は理事者側にあるということでありますので、ある程度、

今議員が言われた計画の段階でというのは、そのベースになる部分について、議員さ

んのほうの御意見を伺うということは大切なことだと思うんです。ただ、実際には、

中の基本計画の部分について、これをこうこうしようとかですね。そこら辺りについ

て、細かいところについて、全部議員さんの意見と話をすれば、なかなか意見がまと

まらないだろうなということもあると思うんですよ。そこら辺りは御理解いただきた

いなと。基本構想そのものについて考え方が違う場合には、そこで意見を交わすとい

うのは、当然必要なんじゃないかなと私は思っております。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、中山議員、質問１、（２）について再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  （２）については、ヒアリングは既に実施されたということなんですが、どのよう
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なヒアリングをされたのか。ヒアリングの内容、ヒアリング先、ヒアリングの内容に

ついて質問いたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長が答弁いたします。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  今ほどの御質問でございますが、まず、ヒアリングにつきましては、昨年１１月か

ら今年３月にかけまして、ヒアリングシートを団体に配布し回収をすることによる実

施方法とさせていただいたところでございます。 

  ヒアリング先につきましては、８団体行っております。団体名といたしましては、

鬼北町文化協会様、ＰＴＡ連合会様、社会福祉協議会様、鬼北町青年団様、鬼北町ス

ポーツ協会様、鬼北町連合婦人会様、女性団体連絡協議会様、愛護班連絡協議会様、

以上８団体を既にヒアリングを終えておりまして、あと１団体、老人クラブ様につい

て内容もちょっと他とは変える中で、改めてヒアリング等を実施をしていきたいと考

えているところでございます。 

  これまでに実施をいたしましたヒアリング内容につきましては、それぞれの団体様

における活動上の問題点、課題点と今後の活動方針、方向性等をヒアリングさせてい

ただくとともに、長期総合計画における１０年後のまちづくりを見据えた今後の活動

であったり、今後期待をされる事業、行政の部分、そういった形、そういった部分を

重点的にヒアリングをさせていただいたところでございます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問１、（３）について再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  分野別、テーマ別での町民との意見交換会の開催予定はないということなんですが、

前回の後期計画策定のときにワークショップを開かれていますが、近永駅を中心にし

たワークショップだったと思われるので、私が質問させていただいた分野別、テーマ
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別の町民との意見交換会は、ぜひともこの長期総合計画について広く町民に知ってい

ただくためにも必要だと考えますので、考えるところなので、ぜひとも開催をしてい

ただいたらと思いますが、そういう考えはないか再度伺います。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  はい、議員の御意見も踏まえ検討させていただきます。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、よろしいですか。 

○６番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、次に質問２について質問を行ってください。 

○６番（中山定則君） 

  質問２、鬼北町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について伺います。 

  令和６年度から令和８年度まで、本計画により様々な取組が行われていますが、基

本目標の５、いきいきと暮らせるまちづくり（１）社会参加・生きがいづくりの促進

の具体的な取組について伺います。 

  （１）ボランティア活動への参加促進として身近な地域での介護支援や生活支援の

ボランティア、相談相手として活躍できる仕組みづくりや意識づくりは進んでいるの

かどうか。 

  （２）高齢者の生涯学習の推進として、公民館単位で公民館と共催して高齢者学級

の開催はできないか。 

  （３）高齢者のスポーツ・レクリエーション活動の推進は図られているか。 

  （４）シルバー人材センターの事業推進は図られているか。 

  （５）高齢者の移動手段の長期的確保対策の検討状況を問う。 

  以上、お願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、中山定則議員の２番目の鬼北町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

についての御質問にお答えをいたします。 



－47－ 

  まず、１点目のボランティア活動への参加促進として、身近な地域での介護支援や

生活支援のボランティア、相談相手としての活躍できる仕組みづくりや、意識づくり

は進んでいるかとの御質問ですが、ボランティア活動といたしましては、社会福祉協

議会に委託している配食サービス事業については、鬼北町福祉ボランティア協議会の

御協力を得て実施されております。この配食サービスに係る配食ボランティアの登録

人数は、調理に３４名、配達に８７名、計１２１名となっておりまして、民生委員さ

んや元民生委員さんはもとより、様々なボランティアの方の御協力により実施し、利

用者にも大変喜んでいただいている事業の１つです。この配食サービスが、鬼北町福

祉ボランティア協議会の主な活動となっております。 

  また、教職員の退職者による本の読み聞かせ活動は、会員の高齢化と新規会員入会

減により今は事業縮小となっておりますが、日吉の５０代の女性グループが月に１回

から２回、日吉小学校で本の読み聞かせを実施されております。 

  次に、相談相手として活躍できる仕組みづくりとして、民生委員さんの独居老人訪

問で定期的な見守りをしていただいているところであります。 

  心の健康についての知識・理解を深め、精神障害者の社会参加を進める精神保健ボ

ランティアグループつつじは、会員１６名で、精神障害者小規模作業所わかばの会員

との親睦や、作業所の古紙搬出の手伝い等、積極的に活動を展開されています。また、

精神保健ボランティアの養成の目的に、民生委員の交代の時期に合わせて３年に１回、

精神保健ボランティア講座を開催し、毎回４０名程度の参加者があります。 

  また、自殺対策として、ゲートキーパー養成講座を開催し、心の悩みを抱えている

人や自殺のリスクがある人に早期に気づき、声をかけ、必要な支援につなげる人を養

成しております。ゲートキーパーは、地域の住民の誰でもなることができ、町内６地

区で順次実施しております。今後は、自殺対策だけでなく、心の不調や精神疾患に悩

む人々を身近な立場で支える心のサポーター養成講座に移行の予定であります。 

  いずれのボランティアも大半の方が高齢者であり、元気な高齢者が高齢者を支える

ことで、支える側の生きがいづくりにもつながっております。御理解をいただきます

ようお願いいたします。 

  次に、２点目の高齢者の生涯学習の推進として、公民館単位で公民館と共催して、

高齢者学級の開催はできないかとの御質問でありますが、現在老人クラブの事務局を

持っている公民館では、老人クラブの活動として、絵手紙教室や料理教室、小学校と

の交流事業等を行っております。そのほか、各公民館が実施する学級に関しては、高

齢者に特化しては開催しておりませんが、結果的に高齢者の参加が多く、近永公民館
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ではレディースカルチャースクールで、毎年内容を変えながら手芸やフラワーアレン

ジメント、愛治では苔テラリウム教室も実施しております。そのほか、公民館活動と

して歩こう会や、１日日帰り研修、クラフトバンド教室等、様々な活動を行っており、

参加者の大半が高齢者となっており、生涯学習の場になっております。 

  主催者側の公民館主事にとりましても、地域の先輩と様々な話ができて、新たな意

欲的な事業展開につながりますし、互いに信頼される関係構築にもつながっており、

付加価値の高い状況と考えております。また、保健介護課が実施しております、公民

館単位のいきいき体験教室は、６地区それぞれヨガやボール体操等、各２１回実施し

ておりますが、令和６年度は年間延べ８３７人の方に参加をいただいております。 

  次に、３点目の高齢者のスポーツレクリエーション活動の推進は図られているかと

の御質問でありますが、クロッケーやペタンクにつきましては、愛好者が多いところ

ですが、新しいものでは、老人クラブではボッチャ、公民館ではモルック等、高齢者

や多世代で楽しめるスポーツを普及しております。 

  私も愛治地区のモルック大会２回挑戦いたしました。私より年上の方もいっぱいい

らっしゃり、軽い運動と頭脳プレーが必要ですが、笑いに満ちたすばらしい時間をい

ただき感謝しています。 

  次に、４点目のシルバー人材センターの事業推進は図られているかとの御質問であ

りますが、シルバー人材センターは、設立後、５年が経過し、６年目に入りました。

依頼の主な作業は、除草作業が多く、新しいゲストハウスの清掃作業も加わり、令和

６年度の年間契約金額は１,０００万円を超えました。しかしながら、会員の中には、

高齢が原因で退会される方もあり、令和７年３月末の会員数は、男性１９名、女性４

名の計２３名となっております。今後に向けては、年配の方や女性にも無理なくでき

る業務の開拓も視野に入れて進めているところです。 

  次に、５点目の高齢者の移動手段の長期的確保対策の検討状況を問うとの御質問で

あります。 

  現在、ＫＩＨＯＣＡカードを利用した割引事業や三島地区での三タク等高齢者の移

動を支援する交通環境の整備を実施しているところであります。 

  平成２９年度から、介護保険法に規定する生活支援体制整備事業の業務を社会福祉

協議会に委託し、介護サービス事業所や民生委員、老人クラブ等の関係機関に参加し

ていただき、令和５年度から各地区の老人クラブを第２層協議体に位置づけ、より身

近な地域の高齢者の見守りや、ニーズの把握に努めているところであります。つきま

しては、住民の個別ニーズが多様化する中で、高齢者の方々が住み続けられるまちづ
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くりのために努めているところであります。御理解のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

  以上で中山定則議員の２番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、質問２、（１）について再質問はありますか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  議長、訂正させてください。 

  ２点目の御質問の中のいきいき体操教室の人数を８３７人と申し上げましたが、年

間延べ１,４６８人に訂正をお願いいたします。申し訳ございませんでした。 

○議長（芝 照雄君） 

  質問２、（１）について再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  答弁をいただいたんですが、配食サービス、読み聞かせ等の説明もしていただきま

した。この計画で仕組みづくりや意識づくりについてどう今現在進んでいるのかにつ

いて、もう一度質問させていただきます。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  保健介護課長が答弁いたします。 

○保健介護課長（谷口美穂君） 

  ただいまの御質問ですが、相談相手として活躍できる仕組みづくりや意識づくりを

含めた答弁のつもりでお答えした次第であります。その仕組みづくりのための鬼北町

福祉ボランティア協議会の仕組みがあったり、意識づくりをするための精神保健ボラ

ンティアグループがあったり、そういう説明でお答えしたつもりです。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、よろしいですか。 

○６番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、中山議員、質問２、（２）について再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  それぞれ生涯学習を進められているようですが、保健、公民館と共催でという部分
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での開催はされているのかどうか再度伺います。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  町と公民館が共催という感じですか。 

○６番（中山定則君） 

  そうです。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  保健介護課長が答弁いたします。 

○保健介護課長（谷口美穂君） 

  保健介護課の保健師が各公民館に駐在したり担当しているので、常に公民館主事と

連絡を取りながら協働で行っているものあるし、それぞれが行うものもありますが、

共催を行っている事業が多いと思います。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、よろしいですか。 

○６番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問２、（３）について再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  高齢者のスポーツ・レクリエーション活動、推進を図られているということなんで

すが、新しいというか、高齢者の人口も多いですから、いろんな方に参加いただける

ような形での今年ニュースポーツ等もいろんなスポーツがあると思うんですが、そう

いう部分での呼びかけ等は図られているのかどうか再度質問をいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  保健介護課長が答弁いたします。 

○保健介護課長（谷口美穂君） 

  老人クラブも会員を１,０００人切りたくないというところで、非常に積極的に頑

張ってもらっていて、先ほど答弁にもありましたように、ボッチャとか、モルックと

か、誰でも参加できるような競技を取り入れながら、多くの人に声をかけてもらって
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いるところで、１,０００人を何とか維持をしております。そこらで御理解をよろし

くお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  よろしいですか。 

○６番（中山定則君） 

  新たな方への取組について強力に進めていただいたらと思うんですが、その辺につ

いて再度答弁をお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  新たなといいますか、各公民館でそれぞれ保健介護課と相談をして今やっておると

私は認識しております。議員さんもですね、ぜひとも近永公民館、各公民館へ行って

参加していただいてですね。高齢者の方々の笑顔とかを見ていただいたらいいんじゃ

ないかなと。その中で、新しいものをつくることがいかに難しいかということも御理

解いただいて、１つの競技というものを深く深く楽しんでもらうということも必要な

んじゃないでしょうか。私はそう思います。 

  以上です。 

○６番（中山定則君） 

  町長、御答弁をいただいたんですが、私が言うのは、新たな人ですね。いろんな人、

既存の老人クラブの会員さんだけじゃなくて、高齢者の方々に広くＰＲをして、新し

い人が参加していただくような取組をしていただいたらということで質問させていた

だきました。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  議員さんが言われる趣旨は分かりましたけども、現在もそういうような方向で各公

民館主催の分については、そのような方向で、老人クラブ以外の回覧を回しとるわけ

ですから、そういう周知はしておるんじゃないかなと思っておりますし、不特定多数

ということについては、十分理解しておるつもりでございますので、なお一層、議員

さんが言われるとおり努力してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、よろしいですか。 

○６番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 
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  それでは、続いて、質問２、（４）について再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  シルバー人材センター、５年前、５年間たったということなんですが、現在２３名、

当初より少なくなっているか、人数の推移、それと、シルバー人材銀行、テレビ等で

も宣伝はされているんですが、呼びかけは、広報等でできているのかどうか再度質問

します。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  保健介護課長が答弁いたします。 

○保健介護課長（谷口美穂君） 

  普及活動はＵＣＡＴ、また広報きほくで毎年実施しております。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、よろしいですか。 

○６番（中山定則君） 

  年度別の人数についても質問させていただいたんですが、答弁をお願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  保健介護課長が答弁いたします。 

○保健介護課長（谷口美穂君） 

  会員数は横ばいで、増減はあまりありません。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、よろしいですか。 

○６番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、続きまして、質問２、（５）について再質問はありますか。 

○６番（中山定則君） 

  私、質問させていただいたのは、質問のとおり、高齢者の移動手段の長期的確保対

策を検討しますということで計画されています。 

  それで、検討状況としての答弁をいただきたかったんですが、現状の説明された三
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島地域の三タクとか、説明いただいたんですが、三島地区の三タクを交通空白地域に

広げる予定なのか、そういう部分も含めて答弁をいただいたらと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  私は就任以来、８年間で何ができるかいうことからやってきたんですけども、議員

が言われるのは、長期的な部分、長期的なものを見据えてできるところはやってきた

のが、何というかな、免許返納者に対する近永、宇和島へのバスの割引、これをする

のにも３年かかったんですよ。やっぱり１つの施策というものをやっていくのは、な

かなか時間がかかるということは御理解いただきたいな。スピード感はあったつもり

なんですけども、バスの事業者、それから組合、様々な方に御理解いただきながらや

っていくということで、長期的な部分については、議員さんが言われるのは、多分３

２０号線、それから県道２号線、そこら辺りの部分を全て網羅しようということやと

思うんですけども、なかなか今の公共交通からタクシー業者、そこら辺りを全てうま

く回すことができていないのは、私も十分承知しております。 

  そこらの中で１つずつ課題解決に向けて努力しているのは、先ほどの答弁の状況で

ございます。 

  また、三島地区においては、そこの部分の谷根の深い地域においては、地域の協力

も必要だというようなところもお示しをさせていただいたということで御理解いただ

きたいと思います。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、よろしいですか。 

○６番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  以上で中山議員の一般質問を終わります。 

  ここで、しばらく休憩をします。 

  再開を午後１時とします。 

休憩 午前１１時５２分 

                           

再開 午後 １時００分 

○議長（芝 照雄君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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  町長から先ほどの長尾議員の質問に対する答弁の申出がありましたので、これを許

可します。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  議長からお話がありましたとおり、総務財政課長から答弁をさせます。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  午前中、長尾議員のほうから町長、町議選以外の年代別の投票率という御質問があ

ったんですが、昨年実施しました衆議院、それから一昨年の県議会議員、さらに４年

度の県知事選とありますが、どれも似た傾向でありますので、昨年の衆議院の年代別

の投票率について申し上げます。 

  １０代が３８.５％、２０代が４１.９％、３０代５７.２％、４０代５９.２％、５

０代７１.２％、６０代７２.６％、７０代７３.３％、８０代以上が４５.２％であり

ます。 

  以上となります。 

○議長（芝 照雄君） 

  長尾議員、よろしいですか。 

○１番（長尾慶太君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、次に、４番、今城喜久生議員の一般質問を一問一答方式で行います。 

  今城議員は質問席へ移動してください。 

  時間はただいまから６０分の予定です。 

  今城議員、質問１について質問を行ってください。 

○４番（今城喜久生君） 

  ４番、今城喜久生です。よろしくお願いします。 

  災害発生時の人命救助についてということで、私は阪神大震災を経験して帰って来

ました。それで、南海トラフによる巨大地震が起きるとされ、その場合には、鬼北の

地も震度７と推測されております。 

  阪神淡路大震災も震度７でした。このとき阪神高速道路は倒れ、ビルは倒れ、この

災害の中で神戸の大学の学生が多数の方を倒壊した家屋から救い出したと聞いており

ます。 

  誰もが被災する可能性があり、救急隊も警察も来ることができない可能性がありま

す。よって、助かった者が瓦礫の下から被災者を救助しなければならない状態に陥る
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と考えられます。しかしながら、我々にはその救助に係る、レスキューに係る知識が

ございません。 

  ついては、防災士や自主防災のメンバーに地震倒壊家屋から救出する知識を持たせ

ることが必要があると考えます。 

  ついては、町の考えを聞きたいと考えます。よろしくお願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、今城喜久生議員の１番目の災害発生時の人命救助についての御質問にお

答えをいたします。 

  防災士や自主防災組織のメンバーに地震倒壊家屋から救出する知識を持たせる必要

があると考える、町の考えを聞きたいとの御質問でありますが、地震による家屋の倒

壊は、地震の揺れの強さ、建物の耐震性、建築年数、地盤の状況など様々な要因によ

って異なることは、議員御案内のとおりかと思います。特に、旧耐震基準の昭和５６

年５月以前に建てられた建物や木造住宅などは、震度６強以上の地震で倒壊する可能

性が高くなると言われております。 

  南海トラフ巨大地震による鬼北町内の予想最大震度は、震度７で、家屋の倒壊によ

る被害も多くなることが予想されており、当町においても木造住宅の耐震診断や耐震

化についての補助を実施し、地震による家屋の倒壊から人命を守るための対策を行っ

ているところであります。 

  地震による災害が発生した場合の救助活動については、消防や警察等の到着までに

時間を要する場合があるため、地域住民自らが初期対応を行うことの重要性は認識し

ております。しかしながら、無理な救助活動はかえって危険を伴いますので、住民自

らが救助に当たる場合には、安全確保や二次被害の防止が大きな課題となります。 

  今後の計画といたしましては、来週開催を予定しております防災士組織の総会にお

いて、住まいの耐震対策講座として、耐震化の重要性や耐震化の支援についての講演

を行う予定としております。また、自主防災組織や防災士の方を対象とした研修を毎

年実施しておりますので、救助活動等についての研修の実施についても検討していき

たいと考えておりますので、御理解をいただきますようお願いいたします。 

  以上で、今城喜久生議員の１番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  今城議員、質問１について再質問はありますか。 
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○４番（今城喜久生君） 

  言われたとおり、望みのとおり計画を考えてもらえると、こういうことですので、

ありがたく思っております。よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問１については、以上で、今城議員、質問２について質問をしてくだ

さい。 

○４番（今城喜久生君） 

  生活改善センターを耐震補強化する案件でございます。 

  災害発生時の避難所については、公民館、体育館、それから学校グラウンドなど２

６か所の避難所を鬼北町は指定されております。ありがたいことだと思っております。 

  でも、どこも高齢者にはきつい状況ではないかなと私は考えております。避難所に

ついては、高齢者だけに考えると、平家がよし、畳み敷きがよしで考えております。

ついては関連死のリスクも下がると、こういうふうに考えております。 

  ついては、鬼北町に４か所ある改善センター柏田、出目、興野々、日吉と４棟あり

ますけども、この４棟の改善センターを耐震補強化して、高齢者の負担の少ない避難

所にしたいと考えますが、町のお考えを聞きたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、今城喜久生議員の２番目の生活改善センターを耐震補強する件の御質問

にお答えをいたします。 

  鬼北町に４か所ある生活改善センターを耐震補強をして高齢者に負荷の少ない避難

所としてはどうか、町の考えを聞きたいとの御質問でありますが、当町においては、

指定避難所として、先ほど言われましたとおり、公民館、学校等２６か所を指定して、

災害により家に戻れなくなった方や、災害の危険性がなくなるまでの期間、滞在する

避難所としております。 

  御質問にありました生活改善センターにつきましては、各地区自主防災組織が、い

っとき避難場所として指定している場所で、指定避難場所に避難する前に一時的に集

まったり、災害時に危険を回避するために一時的に避難したりする場所となっており、

指定避難所のように避難生活をする施設としての位置づけは、現在のところございま
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せん。 

  高齢者・障がい者・乳幼児等の要配慮者につきまして、必要に応じて福祉避難所の

開設により対応することとしており、当町においては、町内９か所の施設を福祉避難

所として指定しているところであります。 

  現在の指定避難所を２６か所から増やすことについては、避難所を運営する職員の

配置、施設備品の維持管理、援助物資の運搬、連絡体制や情報共有の複雑化等の影響

により円滑な避難所運営に支障を来す可能性があります。 

  しかしながら、住居の近くに避難所があれば、避難される際の距離や時間が短縮さ

れ、避難の安全性や迅速性が向上することが考えられるため、身近にある安全性が確

保された、いっとき避難場所等の施設で各自主防災組織において避難所運営を行って

いただく、届出避難所制度の導入について検討を行っているところでございます。御

理解をいただきますようお願いいたします。 

  以上で、今城喜久生議員の２番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  今城議員、質問２について再質問はありますか。 

○４番（今城喜久生君） 

  ありません。よろしくお願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、以上で質問２については終了します。 

  続きまして、質問３について質問を行ってください。 

○４番（今城喜久生君） 

  少子化問題について伺います。 

  第一次長期総合計画が平成１８年から始まって、本年が最終年度になります。その

当時１万２,５００人ぐらいおったはずなんですけども、現在には８,９９３人、令和

６年度にはなりました。人口は最近、近年２３０人ぐらいの減少で下がっておるよう

です。最近の出生率は、どういうふうな数字になっているのかお聞きしたいと考えま

す。もし、減少が続いているのであれば、今行っている少子化防止対策の的が外れて

いるのではないかと、こういうふうに考える次第です。 

  町の考えを聞きたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 
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  それでは、今城喜久生議員の３番目の少子化問題についての御質問にお答えをいた

します。 

  まず、出生人数の実態はどのようになっているかとの御質問です。合併後における

年間の出生数については、平成１７年から２１年までにおける５か年の平均出生数が、

６４.４人、平成２２年から平成２６年までの５か年平均出生数は５２.２人、平成２

７年から令和元年までが４６.４人、令和２年から令和６年までの５か年平均が３５.

６人となっております。 

  次に、もし減少が続いているのであれば、今までやってきたことが的外れであり、

少子化の真の原因に向けた対策に切り替えなくてはならないと考えるが、町の考えを

聞きたいとの御質問でありますが、国では２０２３年に、異次元の少子化対策を表明

し、こども未来戦略会議の設置により、今後３年間を集中取組期間と位置づけており

ます。 

  そのような中、昨年行われた全国町村会において、参加首長から、国においてしっ

かりとした人口減少対策及び少子化対策を推進されたい旨の発言に、多くの首長が大

拍手で賛同する状況でした。 

  少子化問題における取組については、地方自治体独自の対策も必須ではありますが、

国における少子化対策を地方自治体がしっかりと前に進めていくことが重要であると

考えるところであります。 

  少子化の原因といたしましては、経済的不安定、育児と仕事の両立の難しさ、晩婚

化や未婚化の進行、価値観の多様化など、様々な要因が考えられ、鬼北町における主

な取組といたしましては、国の補助事業を活用し、妊娠時に５万円、出産時に５万円

の給付金を支給する子育て応援給付金事業、子育て世帯に対し家事援助や育児サポー

トを行う子育てヘルパー事業、愛媛県のえひめ人口減少対策総合交付金を活用し、出

産時に１０万円、省エネ家電など出産後における育児用品の購入として２０万円を支

給する出産世帯応援補助金や、出産世帯奨学金返還支援補助金、不妊治療等交通費助

成事業等を展開しているところであります。 

  また、町単独事業といたしまして、出生時に５万円、小学校入学時・中学校入学時

に１０万円を給付する、すくすく鬼北っ子応援給付金、乳幼児の紙おむつ代として第

１子から５万円のおむつ券、第２子からは県補助を支給しております。この乳幼児用

紙おむつ券交付事業や、チャイルドシートやベビーカーなど購入費用の３分の２、上

限２万円分を補助する赤ちゃんおでかけ用品購入事業を実施しております。このほか、

こども医療費助成事業については、県内で初めて、高校生までを対象とし、実施をし
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ておりましたが、現在では、県内市町のほとんどが高校生までを対象とし、医療費助

成事業が展開されているところです。 

  さらに、保育料の助成や若者向けの住宅の提供、移住者支援や地域ぐるみの子育て

支援など、様々な子育て支援事業を推進し取り組んでおります。 

  また、ソフト面といたしまして、こども家庭センターを設置し、保健介護課、町民

生活課、また教育課等と連携しながら、切れ目のない支援も行っているところであり

ます。 

  町では、令和６年度に、第三期子ども・子育て支援事業計画の策定時において、町

内に在住する就学前児童０歳～５歳までのいる１８１世帯と、小学校１年から６年生

の児童がいる２３５世帯の計４１５世帯にアンケート調査を実施し、３０１件、７２.

５％の方から回答をいただきました。前回策定時におけるニーズとして課題となって

おりました病児・病後児保育事業について、昨年度から運用を開始したところであり、

今後も国や県の施策に注視をしつつ、人口減少・少子化問題に取り組むとともに、地

域の実情把握、また、町民の皆様の意見を反映しながら、少子化対策に取り組んでま

いりたいと考えておりますので、御理解いただきますようお願いいたします。 

  以上で、今城喜久生議員の３番目の御質問に対する答弁といたします。 

○４番（今城喜久生君） 

  今までされとる支援事業というのは、銭金の世界の話で、今どう考えても結婚した

くない、家庭を持ちたくない、子どもを産みたくない、そういうソフトというか、心

の世界の話ではもうないんかなと私は感じますけど、いかがなものでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  議員御指摘のとおり、前に本議会のほうで視察に行かれた岡山県奈義町、特殊出生

率が２.６ある全国でもトップクラスの出生率のところにおいても、今ほど言われま

した、うちと同じような施策、うち以上の子育て支援策をするにしても、人口減少対

策、また結婚の晩婚化が進んでおるということが課題として載っておりました。どこ

の町でも金銭面、または心の援助というものが必要なんですけども、やっぱり課題は

個人個人の男女の、若い男性女性の結婚する意志、また地域で暮らしたいという意志

が少し前よりは薄くなっているということは、現状としては私も把握しております。 

  以上でございます。 

○４番（今城喜久生君） 

  そういうふうに分析ができとるのであれば、そういった方向に舵を切って強力に何

か進めるといったらこれも難しいかも分かりませんけども、単なる支援事業じゃなく
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して、そういったソフト面のハートの話をもっと前面に出すべきじゃなかろうかなと

私は考えます。いかがでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  行政が個人個人のプライベートな結婚リスクの部分について、必要以上にそこに税

金をかけるということについては、やはり限度があるんじゃないかなと私は思ってお

ります。もちろん広域のレベルでそういう結婚相談員というものは設けていただいて、

御苦労していただいております。 

  ただ、本人の意志というもの、一番は価値観がやはり多様化しておるということは、

それを変えるということはですね、個人の考え方というものを、ある意味今までの分

を変えてほしいというふうなことになるかもしれないということがありますので、本

当に難しい課題だと思っております。 

  鬼北町だけではなしに、日本全国で今の情報社会の中で価値観が多様化しているこ

とについて、議員も分かっていらっしゃると思いますけども、そこら辺りも含めて、

そのようになびくような心の変化というものを、先ほど申し上げましたように、保健

介護課、町民生活課、教育課のほうで子育て支援をしよる、また、企画振興課のほう

で結婚相談について、できる限りの御相談、またお願いをしているというところでご

ざいます。御理解いただきたいと思います。 

○議長（芝 照雄君） 

  今城議員、再質問。 

○４番（今城喜久生君） 

  先ほど示された数字６４人、５２人、４５人、３５人という、ずっと下がってきて

おります。これは、あんまり緩いことを言ってこれを止めんことには、もう先々人口

ピラミッドの真っすぐみたいな状態になるでしょうし、相当まずいかなと思うんです

けども、そういう危機感というのはいかがなものでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  私は、議員と同じ、以上に危機感を持っておると思いますけども、いかがなもので

しょうか。 

○４番（今城喜久生君） 

  分かりました。難しい問題ではあると思いますので、みんなで知恵を絞って何らか

の形で増える傾向に導かないと、相当まずいことになりますので、皆さんで協力して

いきたいと思います。こちらも微力ながら頑張りますので、ひとつどうぞよろしくお

願いします。 
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○議長（芝 照雄君） 

  よろしいですか。 

○４番（今城喜久生君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  これで今城喜久生議員の質問を終わります。 

  次に、１１番、山本博士議員の一般質問を一問一答方式で行います。 

  山本議員は、質問席へ移動してください。 

  時間はただいまから６０分の予定です。 

  山本議員、質問１について質問を行ってください。 

○１１番（山本博士君） 

  議席番号１１番、山本博士です。 

  先の通告のとおり質問をいたします。 

  質問１、物価高騰対策について。物価が高騰する中で給与も上がらず、国の施策も

決まらず、鬼北町として町民の皆様に何ができるのか、次のことについて問う。 

  （１）１年から２年の間、町指定のごみ袋の半額はできないものか。 

  （２）１年から２年の間、水道料金の値下げはできないものか。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、山本博士議員の１番目の物価高騰対策についての御質問にお答えをいた

します。 

  まず、１点目の一、二年間、町指定のごみ袋を半額にできないものかとの御質問で

あります。まず、指定袋の店頭販売価格は、鬼北町廃棄物の処理及び清掃に関する条

例、同条例施行規則により決められております。 

  次に、指定袋販売許可店、また、その者への卸売価格については、同条例施行規則

によって決められており、店頭販売価格と卸売価格の差額（１枚当たり３.１円）が、

販売手数料という形で指定袋販売許可店に残ります。 

  指定袋の店頭販売価格を半額等にする場合、販売手数料を確保するためには、卸売

価格も値下げをしなければなりません。 

  しかし、対応期間を定めた場合、値下げした卸袋販売実数と半額等値下げ袋の店頭

販売実数を一致させることは不可能であります。 
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  値下げした卸袋販売数を店頭にて半額等値下げして販売とした場合では、店舗によ

って対応期間にバラつきができてしまい、いずれにおいても対応終了間際には、大量

購入等の発生により、町民の皆様に公平に行き渡らず、混乱を招き、さらには一時品

不足になることも予想されます。 

  また、町指定のごみ袋の販売収入は、じん芥処理における一番の特定財源となって

おります。 

  以上のことから、町指定のごみ袋を一時的に半額等にすることは、なかなか困難な

状況と考えております。 

  なお、次年度からは、リサイクル可能なプラスチックごみを拠点回収する予定であ

り、そうなれば可燃ごみ袋に詰める量もある程度減り、ひいては購入する指定袋の数

も減ってくると思われますので、御理解いただきますようお願いいたします。 

  次に、２点目の一、二年間、水道料金の値下げはできないものかとの御質問であり

ますが、議員御承知のとおり、水道事業は、企業会計原則に基づき、原則として独立

採算方式となっております。 

  水道事業は、取水施設、浄水場、配水池、配水管など多額の設備投資が必要であり、

これらの設備は維持管理が不可欠なことから固定費の割合が高く、施設運転・保守、

水質管理、料金徴収などの業務に人件費も必要となります。また、建設した設備は年

々老朽化するため、将来の更新費用を見越した減価償却費も必要となります。 

  一方で、人口減少により、水の使用量が年々減少傾向にあり、このことに伴い営業

収入も減少となっております。 

  施設運転に係る電気料金、施設老朽化に伴う更新費用は、近年の物価高騰により増

大しておりまして、さらに今後、ＰＦＡＳ等の新たな水質基準に対応するための水質

検査料増加などもコスト増の原因となっていくものと懸念しております。 

  そのほか、将来発生が懸念される南海トラフ地震への対策として施設の耐震化など

も更新費用を増加させる要因となっております。 

  こうしたことから、水道料金の値下げは困難な状況と考えておりますので、御理解

をいただきますようお願いいたします。 

  以上で、山本博士議員の１番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  山本議員、質問１、（１）について再質問はありますか。 

○１１番（山本博士君） 

  はい、ありがとうございます。 
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  困難であるというのは分かってはおるんですが、これ、なぜ１年から２年と断定、

限定したかについては、ガソリン税の暫定税率なんですが、１リットル２５.１円の

廃止が２０２６年の４月から、そして小学校の給食費の無償化が２０２６年の４月か

らというふうな、内容の合意となって決定ではないんですが、これを信じて１年から

２年というふうな限定にしたわけなんですが、また、５月１０日の新聞には、消費税

減税を見送る意向を伝えたとあります。 

  今、一番大変な思いをしている国民に対して、寄り添った施策は先送りされている

現状です。今回も町民の皆様のいろいろなお話を聞く中で、北高寮を建てるより、近

永駅を改修するより、物価が高騰して困っている町民に目を向けた施策をしてほしい

という多くの声があり、その中で、ごみ袋の半額や水道料金の値下げなど僅かではあ

るんですが、大変身近な生活に関連した声がありました。ぜひ、町民の皆様の声を聞

き、いま一度答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  私も町全体を回りながら、今、山本議員が言われた趣旨のことを複数の方から伺っ

ております。 

  今回の物価高騰対策、長引いておりますことについて、では議員が言われるとおり、

その分に財政支出をするということも必要な部分もあるかもしれませんけども、やは

り今回の物価高騰については、長期間にわたる部分がある。そこら辺りを町のほうで

一気にその分を事業を展開するということは、あまりにも困難な状況ということは御

理解いただけるんじゃないかなと。 

  やはり国としてしっかりとした施策を展開していただくということが、今の私の立

場から申し上げる部分ではないかなと思うわけであります。 

  昨年、一昨年と、物価高騰対策で補助金を国から交付されたときに、水道料の値下

げ等については実施しておりますし、一番町民の方々、なるべく多くの方にその恩恵

が受けられるようにということは考慮はいたしておりますけども、国の施策というも

のについて期間限定の部分がありますので、この年度年度で区切られた部分について、

再度各首長もこの物価高騰対策に対する要望については続けておりますので、そこら

辺りも御理解いただきたいなというふうに思います。 

○議長（芝 照雄君） 

  山本議員、再質問はありませんか。 

○１１番（山本博士君） 

  国の施策と町ができることというのを考えたときにですね。これ３月２２日の愛媛
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新聞だったと思うんですが、西条市でしたか、無料の指定ごみ袋を出されたと。使用

期限については検討中というふうな文面が掲載をされておったんです。１年間とは言

わず、ごみ袋も半額とは言わず、できるもの、できることはないのか、いま一度答弁

をお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  多分山本議員が言われるのは、（１）（２）も含めて、町としてできることを考え

たらどうかというふうな御意見だと思いますので、そこら辺りはもう少し時間をいた

だきたいなというふうに思います。 

  ただ、議員から言われれば、緊急性があるよということもあると思いますので、少

し考えさせていただきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  山本議員、よろしいですか。 

○１１番（山本博士君） 

  はい、了解です。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問１、（２）についてです。再質問はありますか。 

○１１番（山本博士君） 

  今ほどお時間をいただきたいということですので、了解は大体しているんですが、

町長も言われましたように、今年の１月、２月の水道料金２か月分ですね。基本料金

の減額が実施されたということで、水道のことに関しては、兵頭議員が大変詳しいの

でちょっと参考にさせていただいたのですが、そのときの金額が２０立米が５,１７

０円ですね。それを３,３００円になっていました。この２か月分ができるのであれ

ば、できれば水道料金も同じような形で進めていただいたらなと思うんですが、答弁

をお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道料金を国の支援を受けて２か月間減額したんですけども、できればそれを続け

たいんですけども、もうそれをずっと続けることについては差し控えた。その途端に

町民の方からですね。やはりどうしてまた上げるんぞというような御意見もいただく

わけですよ。やはり下げるのは簡単なんですけども、上げるのは本当に難しいんです

よね。多分御理解いただけると思うんです。やはりそこら辺り、施策として展開する

場合には、長期的な部分というものも見据えながら、できればごみ袋も下げるように
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したい、もう気持ちは本当そこにあるんですけども、なかなかそこまですぐに申し上

げられないのが悔しい部分でもありますけども、ただ、町として、どういう面でこの

支援できるのか、国とは違ったところでどういうことができるのかということは検討

させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  山本議員、質問はありますか。 

○１１番（山本博士君） 

  了解です。 

○議長（芝 照雄君） 

  以上で質問１については終了します。 

  それでは、山本議員、質問２ついて質問を行ってください。 

○１１番（山本博士君） 

  質問２、農道橋、林道橋の管理について。 

  限られた財源の中、農道橋、林道橋を長期にわたり安全に利用していくには、定期

的な点検と適切な安全対策によって維持される必要があります。 

  次のことについて伺います。 

  （１）町内の農道橋、林道橋について、農道台帳、林道台帳に載せているのか。 

  （２）農道橋、林道橋の点検について、どうされているのか伺います。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、山本博士議員の２番目の農道橋、林道橋の管理についての御質問にお答

えをいたします。 

  まず、１点目の町内の農道橋、林道橋について、農道台帳、林道台帳に載せている

のかとの御質問であります。 

  農道橋は、農道台帳に５橋登載しており、林道橋は、林道台帳に２６橋登載してお

ります。 

  なお、農道は、町内７６６路線中、日吉地区の５橋のみ登載している状況です。他

の地区の農道台帳には、橋梁の表記がないため、把握できていない状況です。これに

つきましては、現在農道台帳の整理を行っておりますので、今後把握できると考えて

おります。林道については、町内７８路線の全ての橋梁を登載しております。 

  次に、２点目の農道橋、林道橋の点検について、どうされているのかとの御質問で
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あります。 

  農道橋の点検につきましては、農道保全対策の手引き及び愛媛県橋梁定期点検マニ

ュアルに基づき、国庫補助事業で整備した橋梁１橋の点検を平成２９年度に実施いた

しました。さらに、令和４年度には、橋長の長い１橋を追加し、２橋の点検を行って

おります。 

  また、林道橋につきましては、林道施設長寿命化対策マニュアル及び林道施設に係

る個別施設計画策定のためのガイドラインに基づき、平成２９年度に２１橋の点検を

実施いたしました。さらに、令和５年度には２６橋の点検を行っております。 

  なお、橋梁の状態は、経年劣化等によって変化することから、５年に１回をめどに

点検を実施してまいりますので、御理解をいただきますようお願いいたします。 

  以上で、山本博士議員の２番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  山本博士議員、質問２、（１）について再質問はありますか。 

○１１番（山本博士君） 

  御答弁ありがとうございます。 

  今ほどの御答弁の中に、農道台帳に載せている農道橋は５橋、林道台帳に載ってる

のは２６橋とありましたが、林道橋については路線が１本１本決まっていて、谷根を

またいでというふうな台帳をつくりやすいかなとは思うんですが、農道橋の場合は、

河川改修で河川を横断していく農道橋があったり、様々なケースで農道橋があるので

はないかと思うんですが、大変台帳をつくりにくいかと思いますが、その辺の台帳今

作成しているということなんですが、やっぱり台帳を作成していなければ、橋梁の補

修とか何か分からない現状ではないかと思います。 

  ぜひ、農道、林道台帳は、農道橋、林道橋の現状を把握し、適切な保全対策を検討

するための基礎資料として活用していくものなので、ぜひ作成を急いでほしいなと思

っております。また、それによって、農道橋、林道橋の長期寿命計画もつくっていか

なければならないのだと思うんですが、その辺の答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が答弁いたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  農道橋につきましては、日吉地区の橋梁しか今表記がない状況なんですが、旧広見

町の農道につきましては、農道台帳に全て路線は登載できておりますが、その中に、

橋梁の表記がないということで、現在担当者が、当時の図面がございませんので、ま
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ず航空写真、また公図などを使ってですね。まず、そこから橋梁を把握していくとい

う作業になります。 

  先ほど町長から説明あったように、７６６路線ございますので、かなりの時間、そ

れから手間が必要かと思います。順次、そこら辺は把握に努めたいと考えております

ので、御理解いただきたいと思います。 

  林道橋につきましては、議員言われたように、路線がはっきり分かっておりますの

で、その中で林道橋の表記があり、全路線の全橋梁について把握できているような状

況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（芝 照雄君） 

  山本議員、再質問はありますか。 

○１１番（山本博士君） 

  これ橋梁をそういうふうに農道橋の台帳をつくっていく中で、どういう基準で農道

橋のことを何というんですか、何もかも農道橋として取り扱うのか、それとも基準が

あって取り扱うのか、その辺答弁をお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が答弁いたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  現在取り組んでおりますところは、幅員が１.８メートル以上の路線について、ま

ず図面を作成するところからスタートしております。農道ですので、車両が通れない

ような幅員のところもございます。ですので、まず、そこからスタートさせたいと考

えております。 

  以上です。 

○１１番（山本博士君） 

  今、幅員だけのことを言われましたが、その橋長的な面は。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が答弁いたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  農道橋につきましては、個別の施設計画を橋長１５メートル以上のものを作成する

ようになっておりますので、まず、そこからスタートだと考えております。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 
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  山本議員、了承ですか。 

○１１番（山本博士君） 

  了承です。 

○議長（芝 照雄君） 

  では、山本議員、質問２、（２）について再質問はありますか。 

○１１番（山本博士君） 

  農道橋、林道橋も農村地域では生活の経済活動を支える重要なインフラと私は認識

しております。点検によって、ひび割れとか、漏水、そしてまた、さびとか、塗装の

剥がれによる劣化などの異常を早期に発見するという大変大事なことですので、従来

の自己保全型の維持管理より損傷が軽微なうちに修繕を行う予防保全型の維持管理へ

転換しているところもあるようなので、鬼北町もそうすべきかと思うんですが、その

辺どのようにお考えか答弁をお願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が答弁いたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  点検につきましては、町長の説明があったように、平成２９年に点検をスタートし

まして、農道につきましては、令和４年度に実施。また、林道橋につきましては、令

和５年度に全橋の点検を行っておるところです。 

  林道橋につきましては、その点検の中で異常箇所、異常があるというか、修繕が必

要な橋梁が２橋、その中で判定されましたので、それにつきましては、今年度の予算

で修繕工事をスタートさせる予定でございます。それによって、今後、架け替え以前

に修繕で維持管理ができるようなことで、費用が少なくて済むと考えておりますので、

そのような点検を町長の答弁にもありましたように、５年に１回をめどに計画して、

その中で異常のあった橋梁につきましては、さらに、そこから設計、また修繕という

流れで、全体の経費を削減していきたいと考えておりますので、御理解いただきたい

と思います。 

○議長（芝 照雄君） 

  山本議員、再質問はありますか。 

○１１番（山本博士君） 

  了承です。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、これで山本博士議員の質問を終わります。 
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  次に、２番、入田伸介議員の一般質問を一問一答方式で行います。 

  入田議員は質問席へ移動してください。 

  時間はただいまから６０分の予定です。 

  入田議員、質問１についての質問を行ってください。 

○２番（入田伸介君） 

  議席番号２番、入田伸介です。 

  通告のとおり御質問いたします。 

  質問１、町の財政状況について。２０２４年１１月の広報きほく、令和５年度鬼北

町財政状況の公表において、一般会計における本町の公債費残高は令和５年度末で約

１２０億８,０００万円とありました。 

  そこで御質問します。 

  １番、令和５年度末の実質町負担額は幾らか。 

  ２番、町長は、これからも多くのハード事業を展開する御予定のようですが、ラン

ニングコストも含め、それらの財源は何か。 

  ３番、同紙には見込みではございますが、令和１４年度には実質公債費比率が１５.

６％に達するように記載されておりました。この数字には、先ほど申しました、これ

から実施する予定の事業は含まれているのか。 

  ４番、実質公債費比率は１８％を超えると、地方債許可団体に移行いたします。そ

の数値に肉薄すると思われますが、これに関してどう思われるか。 

  ５番、同じく、公債費比率も警戒ラインである１５％を既に超えており、１６.２

％となっておりますが、この点についてどう思われるか。 

  ６番、町のバランスシートを見ると、過去と現役世代までで残した純資産、これに

対し、将来世代に負担をかける負債の割合が年々増加しているようですが、これにつ

いてはどう考えるかをお伺いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、入田伸介議員の１番目の町の財政状況についての御質問にお答えをいた

します。 

  まず、１点目の５年度末実質町負担額は幾らかとの御質問でありますが、令和５年

度末時点での一般会計公債費残高は、約１２０億８,０００万円であります。これに

対し普通交付税で措置される額につきましては、９０億９,０００万円程度と試算し
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ており、交付税措置額を差し引いた町の実質負担額は、２９億９,０００万円程度と

試算しております。 

  ２点目の町長はこれからも多くのハード事業を展開する予定のようだが、ランニン

グコストも含め、財源は何かとの御質問であります。 

  ハード事業につきましては、それぞれの目的により財源は異なりますが、一般的に、

まずは国または県の補助金がないか調査を行い、該当する補助金がある場合は、その

補助を活用し、補助の残りについては地方債を借り、補助がない場合は全額地方債を

借りるという場合もございます。なお、地方債の元利償還金に対しましては、目的ご

とに措置率は違いますが、普通交付税において措置されるものがほとんどになってお

ります。また、ランニングコストにかかる財源につきましては、いわゆる一般財源と

呼ばれる税収や交付税などで賄うことになりますが、事業によっては、その目的のた

めに積み立てた基金がございますので、それを取り崩して充当していくこととしてお

ります。 

  次に、３点目の令和１４年度には実質公債費比率が１５.６％に達する見込みだが、

これから実施する予定の事業は含まれているのかと、４点目の実質公債費比率が１８

％を超えると地方債許可団体に移行するが、その数値に肉薄しているのではないかと

の御質問についてでありますが、いずれも実質公債費比率に関連することであります

ので、併せてお答えをいたします。 

  町では、中期行財政計画という計画を策定し、これから先１０年間に予定されてい

る事業を含めて財政状況の将来推計をしております。しかしながら、将来に係る費用

を正確に捕捉することは困難であるため、実際の予算編成や事業実施に当たりまして

は、その年度ごとに、町税や交付税の状況や国・県の動向、基金残高等を見極めた上

で、各事業を精査し、計画についても毎年見直しを行っているところでございます。 

  議員御指摘のとおり、実質公債費比率が１８％を超えますと、町債を発行する際に

県の許可が必要となり、許可の条件として、公債費負担適正化計画の策定が必要とな

り、原則７年以内に１８％未満に低減することが求められます。 

  鬼北町では、１８年前の平成１９年、合併して２年目ですけども、平成１９年度決

算において、実質公債費比率が１９.５％と１８％を超えたことがあり、公債費負担

適正化計画を策定した上で、各種の取組を行うことで、平成２２年度決算では、１６.

６％と１８％を下回りました。その後、令和２年度決算の５.８％まで低減を続けま

した。近年整備いたしました保育施設や広見中学校、高校寮等の償還金が本格化し、

上昇傾向に転じたところであり、７年後の令和１５年には１５.６％に達すると見込
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んでおります。 

  今後、中期行財政計画上、予定されていないハード事業を行いますと、率の上昇も

考えられますが、毎年、計画を見直し、財政的なシミュレーションを行い、事業のロ

ーリング、平準化等を行いながら、必要な事業は行い、住民サービスの低下につなが

らないような財政運営を行ってまいりたいと考えております。 

  次に、５点目の公債費負担比率が警戒ラインの１５％を超え、１６.２％となって

いるが、この点についてどう思うかとの御質問でありますが、公債費負担比率は、一

般財源、使途が制限されていない財源ですけども、このうち、どれだけを公債費の返

還に充てたかを示す指標であり、比率が高いほど財政構造の硬直性が高いと言われて

います。 

  本町の令和５年度決算における公債費負担比率は、１６.２％でありますが、各種

施策を実施するに当たっては、一般財源のみではなく、目的に応じて積み立てている

各種基金を活用しているため、地方債の返済額が多くて施策が実施できないという状

況に陥ってはおりません。 

  次に、６点目のバランスシートによると、総資産に対し負債の割合が年々増加して

いるが、これについてどう考えるかとの御質問でありますが、負債が増加している要

因といたしましては、地方債が主なものであり、令和４年度に約２１億円、令和５年

度に約１６.７億円、１６億７,０００万円増加しております。令和４年度には、きほ

くの里保育園、広見中学校、令和５年度には、認定こども園さくら、日吉夢産地、ジ

ビエ施設、成川休養センターなどの整備に係る地方債を借り入れたため、増加したも

のであります。 

  これらの地方債につきましては、主に過疎債、合併特例債などを借りているため、

借入額の約７割は普通交付税において措置されることになっております。 

  また、地方債には、財政負担を平準化するという側面があります。公共施設は将来

にわたって利用されるものですから、現世代の方のみが負担することのないよう、世

代間の負担の公平性等を勘案しながら、住民サービスを展開していくことが大切だと

考えております。 

  以上で、入田伸介議員の１番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  入田議員、質問１、（１）について再質問はありますか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  １つだけ訂正させてください。 
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  ６点目のバランスシートによると、総資産と申し上げましたが、純資産の間違いで

ございます。申し訳ございません。 

○議長（芝 照雄君） 

  質問１、（１）についてはよろしいですね。 

○２番（入田伸介君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  では、続きまして質問１、（２）について再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  これから行われるハード事業は、主に補助金を優先し、その後、地方債等を活用す

るという御答弁であったかと思われますが、地方債を活用することによって、この実

質公債費比率が上がっていくことはないんですか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁をいたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  地方債を利用することで実質公債費比率が上がることはないかという御質問であり

ますが、地方債の種類によりまして、交付税によって措置される額があります。それ

は起債の種類によって率が違います。３０％であったり、５０％であったり、今、町

のほうで主に借りております過疎債でありましたら、元利償還金の７割が交付税でバ

ックされるという形になっております。過去にも合併特例債といった、そういった有

利な起債を主に借りてまいりました。 

  交付税措置のない起債を借りた場合は、どんどん元利償還金が増えていく、措置が

ないものですからどんどん率は上がっていきますが、交付税措置の高いものを借りれ

ば借りるほど伸び方は鈍化していくというような形になります。全然伸びないという

ものではありませんが、残った３割部分が幾らかずつ増えていくので、徐々に率は上

昇していくというところでございます。 

○議長（芝 照雄君） 

  入田議員、再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  過疎債及び合併特例債について御説明いただいたんですけれども、たしか過疎債は

まあ言ったら３割の自治体負担ということは理解、承知してはおるんですけれども、

ただ、この３割の負担ということで、そんなことはないと思うんですが、その起債に
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対する査定、これが甘くなってしまうのはないのかと。 

  特に今回、広見中学校から始まりまして、ここ数年で約５２億の起債をされている

と思うんですけれども、ちょうどその時期というのは、関西圏で万博の建設が始まっ

ていた当初と重なるかと思います。資機材がどんどん上がっていく中で、果たして、

この５２億円の起債というのが、適当であったのかというのも私すごく気にはなるん

ですけれども、そういった査定が甘くなるところ、あるいはこの事業はどうしても必

要だという切迫感、これが薄れたことはないか、この２点をお伺いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  今ほど議員が御指摘のこの近年の５０億の部分の約４０％は、広見中学校の部分で

あります。この広見中学校の改修については、私は改修のある４年ほど前にエアコン

を整備しまして、各小・中学校。ですから、そのときには、広見中学校の改修はもう

少し先だと考えておりましたけども、広見中学校が昭和５０年当時につくられた後で

すね、四十数年たって、何回も大規模改修しても、幾ら天井を防水シートをしてもで

すね、横殴りの雨、また、いろんな集中豪雨のときにですね、授業中に雨漏りがして、

たらいが、いっぱいバケツがあるという状況があったことをその当時の町議会の方み

んなに見ていただいとるんですよ。それで、これはいかんぞということで、あの当時、

議員さんのほうから何とかせないかんことないかというふうな御意見があったことも

確かでありまして、その２０億の借金というものが、普通の家であれば、家を建てた

ときに借金が増えるのは私当然だと思うんですよ。町内で前の町長さんがこの建物を

改修したときが７億でありまして、広見中学校の改修というのは、１つの町の一番大

きな事業規模になるんじゃないかなと。その公営企業法をのけて、その部分について

借金が多くなるということは、私当然のことだと思うんですけども、それが一部、今

の過疎化における保育所、または３０年かけた奈良山等妙寺の改修、史跡公園のちょ

うど分岐点が重なったということがありまして。入田議員がよく言われる、ここにハ

ード事業と書いておりますけども、いずれにしても、それぞれの議会においてしっか

りと審議していただき、不安な面というものももちろん当然御指摘はいただきました

けども、今やることについて、ある程度の御理解をいただいたというふうに思ってお

ります。 

  逆にですね、今過疎債を一生懸命借りておるんですけども、旧の広見町、日吉村の

当時はですね。あれは橋本政権のときだったと思うんですけども、もう景気対策とい

うことで、過疎債の起債は、全国で言う、国の地方債計画には、過疎債の借りる枠は

なかったんですけども、違う臨時地方道整備事業債という起債がありまして、これで
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道路、橋梁について、この町はこれぐらいの事業規模をやってほしいという本当に厳

しい要請があってですね。その当時、１億、２億、３億の道路事業をやった記憶があ

りますけども、そのときには交付税措置は３０％でありました。それがようやく借金

が終わったぐらいだと思うんですけども、そういうような状況もありまして、過疎債

というものの重要性というものは、うちの財政当局は理解しておるつもりでありまし

て、その分についてチェックが甘いと言われる部分が、もしあるとすれば、そこら辺

りは苦肉の策の財政政策というふうに御理解いただければ幸いと思います。よろしく

お願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  入田議員、再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  先ほどの予算執行ですので、議会の承認は得ているというふうな御答弁がありまし

たが、確かにそれはそうやと思うんですけれども、私その当時はこの一員ではなかっ

たので何とも言いませんけれども、それも含めて、これから見させていただきたいと

思っております。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁はよろしいですか。 

○２番（入田伸介君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問１の（３）について再質問を行ってください。 

  ありませんか。 

○２番（入田伸介君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、続きまして、質問１の（４）について再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  先ほど御答弁の中で、実質公債費比率の１８％を超えることは、その都度、審議を

するのではないといいますか、しないようにされるというふうな趣旨の御答弁だと思

うんですけども、これ、とりもなおさず、１８％を超えないというふうに予算を組ん

でいくということなんですかね。 

○議長（芝 照雄君） 
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  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  議長、反問権、構いませんか。 

○議長（芝 照雄君） 

  はい。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  数字のことを聞かれとるんですけども、議員が御指摘の部分は、超えるか超えない

かということだけをお聞きされとるんですか、それとも何かそのほかに、そういう意

味があるんでしょうか。ちょっと分からないんですけども、答弁しにくいんですけど

も。 

○２番（入田伸介君） 

  私は１８％を超えることによって、地方債許可団体に移行するというところが心配

になるわけでありまして、単純に１８％の数字のみをお伺いしとるところです。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁いたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  先ほどの町長の答弁にもあったんですが、中期行財政計画というのを毎年見直しを

しておりまして、今後１０年間でどういった事業をやっていくかというのを洗い出し

まして、それの財源、起債額等から実質公債費比率についても計算をしております。 

  先ほど広報誌の中で１５.６％まで上がるというようなところがあったかと思うん

ですが、それもその見込みによって、そこまで上がるだろうと。 

  去年の中長期行財政計画と今年の中長期財政計画では、また中身が変わってきます。

去年、予定になかったものが入ってきたりしますので、その都度、毎年毎年見直しを

かけております。去年の段階では、１５.６％がピークと考えておりました。今後、

議会前の全協であったかと思うんですが、改質リグニン等の事業を入れた試算を今現

在しておりますが、それでも１８％には届かないというような今試算をしておるとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  １つだけ付け加えるのですけども、この数字の話をされますけども、やはり財政計

画をつくる上では、現在の地方交付税がどのように推移していくかということを財政

係のほうでは、現在の物価指数とか、ああいうものを見た平均としてパーセンテージ
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で上げていくのですけども、ただ、現在の状況でですね。昨年が日本の税収、最高の

税収であったということで、普通交付税の原資は増えておるんですけども、もう既に

地方のほうに出す普通交付税が、国の税収が減ったときに交付税特別会計というもの、

国の特別会計があって、そこで借金をしとるものですから、その返済に充てられとる

もので、何ぼ税収が増えてもですね、各自治体のほうに交付する金額というのは、結

局国のほうで調整されてしまうという現状があるんですよ。 

  ですから、様々な国の政府の方針によって交付税が一気に落とされたときには、そ

の分母が下がるわけですから、一気に上がってしまうとかあって、それを他人のせい

にするわけではありませんけども、予想外の展開が生じることも可能性としてはある

ということもお含みおきいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  入田議員、了承ですか。 

○２番（入田伸介君） 

  私も今、町長答弁いただいた、その点を心配する者の１人なんですけれども、確か

に地方交付税、これから恐らくですけども、減ることはあっても増えることはないと

思っておりまして、この過疎債でも何でもそうですけど、起債する場合、結局将来世

代にまあ言ったら借金といいますか、その負担を負わす形になると思うんですけれど

も、今までであれば将来世代といったら、おまえらもこの学校を使うでしょう、保育

所を使うでしょうということで、そやけん、多少は面倒見ちゃってくれやという形で、

将来世代への負担ということで理解されやすかったと思うんですが、これから人口も

減っていきますし、そういったところを考えますと、地方税そのものも減るだろうし、

各種国税も減っていくであろうと。 

  そうなると、先ほど町長がおっしゃったように、地方交付税ももちろん減っていく

わけですから、将来世代のほうが今の我々よりも苛酷な状況に置かれるんではないか

と思っております。 

  そこで、私、今回この質問をさせてもらったのは、もう起債、なるべく補助金を使

う、割のいい地方債や過疎債等を使うという御答弁ですけれども、結局は将来にその

負担を持っていく。将来は今よりも苛酷であろうと考えた場合、どうしても事業その

ものを見直していくというやり方も必要なんじゃないかと思うんですが、いかがでし

ょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 
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  これ、今の話の付け加えなんですけども、これまでも小泉内閣のときにですね、三

位一体の改革のときに、交付税を減らされまして、当時の旧広見町の業者さん、土木

建築業者さんが、３社、４社と廃業に追い込まれたということがございます。そのと

きは、人事院勧告の指導以外の町独自で人件費を、私、ちょうどそのとき財政係長だ

ったんですけども、人件費を削減した記憶がございます。本当に職員からも非難を受

けたんですけども、やはりそれぞれの時期時期によってタイム、先ほど言いましたよ

うに、長期間ではなしに短期間に政府の方針としてあるということは、議員がおっし

ゃったとおりだと思っています。 

  ただ、将来の子どもたちへの負担というふうなことを話をされますけども、我々が

子どものときもですね、旧の広見町の時代、旧の日吉村の時代に小学校を建て替え、

中学校を建て替え、そのときには、今で言う公債費負担比率のほうは１８を超えた部

分があるわけであります。やはりそれぞれの時々によって、その借金というのは、そ

れぞれの先代が残してくれた財産として考えるべきなんじゃないかなと。それをやら

なかった場合には、それだけの住民サービスはできないということにもなりかねない

んじゃないかなと思うわけです。 

  私は、広見中学校を例にしましたけども、あのときに各議員さんがですね。議員さ

んのせいにするわけではない。議員さんが「おまえ、これ何とかしてやれよ」と、

「後々に回したから、今現実に中学生はあそこで勉強しよんるぞ」というようなこと

を訴えられまして、私が考える以上にですね、議員さんのほうが、現在の子どもたち、

教育にストップはできないというふうなお考えを示されたということがあります。 

  保育所においても、それから高校においても、やはり次の世代のほうにどのように

前に生きた者たちが考えたかというものも残していく１つのそれも財産として考えて

もらえればうれしいんですけども、入田議員が言われるように、借金そのものを心配

していただくことが、一番今の町民の方々が思っていらっしゃるのであれば、そこに

ついては、真摯に受け止めて、事業の見直しもあるときには考えないけんかなという

ふうには思っております。 

  以上でございます。 

○２番（入田伸介君） 

  町長がおっしゃるのも私も理解はできるんですが、先ほど言われた、我々が子ども

の時代の借金についてですけれども、我々が子どもの頃から、今と、先ほど私が言い

たかったのは、これからの子ども、今の子どもたちが我々の世代になったときの、言

うたら状況が大分違うんじゃないかと。だから同じ借金でも、恐らく負担度といいま
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すか、彼らのほうが難儀するんじゃないかということを心配しての私の質問でありま

した。 

  それと、広見中学校の件に触れられますけども、もちろんその当時の状況を考える

と、私もそれは緊急といいますか、早くやってあげたいなという気持ちはありますけ

れども、先ほど申しました、関西圏で２,３５０億円程度の事業をやっているとき、

やっぱり資機材はどうしても上がります。よく広見中学校であり、保育所であり、請

け負われた業者さんも大変御苦労されたと思います。そういうようなときにやるので

あれば、その規模をどうにかできなかったのかと。その借金をそこまで負わすほどの

規模じゃなく、そういう事業にすることができなかったのかということを聞きたかっ

たのですが、そしたら、この件はこれで私も了解いたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問１、（４）についてはよろしいですか。 

○２番（入田伸介君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  では質問１、（５）について再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問１、（６）について再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  私、個人の事業を営んでおりまして、屋根工事のほうをさせていただいておるんで

すけれども、たしか消費税が５％から８％になったとき、年代はちょっと出てきませ

んけど、そのときに神社仏閣、お宮やお寺さんの依頼が多かったのを覚えております。

何でですかと総代さん等に聞きますと、やっぱり消費税が上がるということもあるし、

今後、氏子や檀家が減るもので、もう今のうちに、俺の代でやっとくんよという御意

見でした。もう本当にごもっともな判断のされ方だと思っております。 

  やはりさっき何度も申しますけれども、将来負担ということを考えて、今の時期か

ら我々そういう見方でしていくべきだと思っております。 

  確かに必要な事業はもちろん取り組むべきだと思うんですけれども、そういった観

点でいたいと思っております。 

  以上です。 
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○議長（芝 照雄君） 

  答弁は要りますか。 

○２番（入田伸介君） 

  はい。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  私は今の世代、年代、それから次の世代、次の世代の次の次の世代に向けた事業と

して今取り組んでおる事業について、必要のないものはないと考えております。それ

ぞれやはりなくしてはならないもの、また、新しく必要なもの、町を活気づけるもの、

生きていくだけではなしに、人間として、ぜひともほかの町よりも、都会よりも、こ

こで住んでよかったと思えるような施策というものを、あらゆる角度からせなければ

ならないと思っております。 

  先ほど山本議員の御質問に、副議長の御質問、御意見のありましたように、今の生

活というものの苦しい状況というものと、これから先の夢があるといいますか、魅力

あるといいますか、そこら辺りも調整しながらというものが、本当に難しいのですけ

ども、できればそれぞれの部分必要、できる限り御理解いただけるように頑張ってま

いりますので、御理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

  総務財政課長が補足いたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  将来負担の関係で１点だけ補足をさせていただきます。 

  財政健全化法の中に、四つ指標があるんですけども、健全化指標といいまして、実

質公債費比率のほかに、将来負担比率というものがございます。実質公債費比率につ

きましては、その年の元利償還金が分子になるので、その年の借金返済額が上がれば

上がる。交付税分は引くのですけれども、将来負担比率といいますのは、その年度末

の地方債現在高、これから先どれぐらい払わないといけないか、その残りで、そこか

ら交付税で算入される分を引きます。さらに、町が持っております基金、いわゆる貯

金の部分を差し引く、うちの場合、令和５年度決算でいいますと、数値なしというふ

うに出ております。数値なしというのは、数値がマイナスとして出ますので、なしと

いう表記になるわけなんですが、どうしてマイナスになるかといいますと、地方債現

在高１２０億あるうち、９０億程度交付税で入ってくる。さらに、基金がそれ以上に

昨年度末で言いますと、５４億ありますので、それを引くと分子の部分がマイナスに

なるということで、将来負担は出てこないというような判断比率となっております。 
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  これにつきましては、今後１０年間の試算をしておりますが、いずれもマイナスで、

ここがプラスになったからどうこういうものではないんですが、このデッドラインは

３５０％というふうになっておりますので、今のところ、近い将来大変なことになる

というような状況ではないということを申し添えておきます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  入田議員、再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  私もそれは承知はしておるんですけれども、私がどうして今回こういった質問をさ

せてもらったかと申しますと、まあ言ったら冒頭の質問に戻るんですけれども、ここ

数年で多くのことを手がけられている、町民の皆さんが、今説明を聞けば納得される

と思うんですけれども、そういった不安を抱えておる、そういった声が私のような者

にでさえ届いておりますので、先ほど町長の施政方針のほうでも触れられておりまし

たけども、きめ細やかな情報発信をされるという文言があったと思います。 

  そういったところも含めて、町民のほうに説明なり、情報発信していただければと

思っています。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁は要りますか。いいですか。 

○２番（入田伸介君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、以上で質問１については終了します。 

  それでは、入田議員、質問２ついて質問を行ってください。 

○２番（入田伸介君） 

  質問２、消防団の報酬について。消防団の団員の報酬が分団あるいは部ではなく、

個人に支給されることとなりました。 

  そこで、１番、分団もしくは部の運営において幹部から何らかの声は挙がっていな

いでしょうか。 

  ２番、機能別消防団は部管轄となっております。このことも含めて分団並びに部へ

の交付金を増額へと見直す必要があるのではないか。 

  よろしくお願いします。 
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○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、入田伸介議員の２番目の消防団報酬についての御質問にお答えをいたし

ます。 

  まず、１点目の分団もしくは部の運営において、幹部から何らかの声は挙がってい

ないかとの御質問でありますが、前年度までは分団及び部の交付金の額についての声

は挙がっておりませんでしたが、本年５月に開催いたしました、鬼北町消防委員会に

おいて、委員から、分団及び部の交付金について増額する必要があるのではないかと

の御意見があり、同日に開催いたしました、鬼北町消防団総会においては、各分団か

ら分団及び部の運営に必要な交付金について残額が減少してきているとの御意見が出

されたところであります。 

  分団及び部の交付金については、平成２２年度に増額改正し、現在の額となってお

ります。また、消防団員の報酬については、令和３年度までは団員個人の報酬は各分

団を通じて支給しておりましたが、総務省消防庁の非常勤消防団員の報酬等の基準に

より、報酬及び費用弁償については、団員個人に直接支給すること。分団・部経由で

団員個人に支給することも透明性の観点から適切ではなく、団員個人に直接支給する

こととの通知があったことから、令和４年度からは全額を個人支給することとしてお

ります。 

  次に、２点目の機能別消防団は部管轄となっている。このことも含めて分団並びに

部への交付金も増額へと見直す必要があるのではないかとの御質問であります。分団

及び部の運営については、消防団の活動内容により活動期間も長時間になる場合があ

り、機能別団員制度の導入により運営に必要な公務上の経費も増えることから、近隣

市町の状況も踏まえながら、消防委員会及び消防団幹部会において交付金の額につい

ての協議を行っていきたいと考えておりますので、御理解いただきますようお願いい

たします。 

  以上で、入田伸介議員の２番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  入田議員、質問２、（１）について再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  それでは、交付金は増額されるかもしれないということで捉えてよろしいのでしょ

うか。 



－82－ 

○町長（兵頭誠亀君） 

  危機管理課長が答弁いたします。 

○危機管理課長（東 英範君） 

  ただいまの御質問でございますが、先ほどの町長の答弁にもありましたように、交

付金の額の増額についての意見も出されておりますので、今後の消防委員会、また消

防の幹部会のほうで増額等についての協議を行っていきたいと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  入田議員、再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  分団及び部交付金と申しますと、あたかも消防団、平たく言えば飲み食いに使われ

るのではないかという誤解があろうかと思いますので、私のほうから説明といいます

か、させてもらいたいと思っております。 

  団員は、住民の生命や財産を守るために、火災現場であり、水防活動等々を展開い

たしますが、幹部は、その使命とは別に団員たちを災害から守る使命があります。災

害が終わった後に、無事に奥さんの元、家族の元に返すという責任があります。 

  そのために幹部の皆さんは、訓練をして、時には団員に厳しいことも言ったりする

こともあります。そういった中で、消防活動が展開されるわけでありまして、台風が

去った後であるとか、そういった災害出動の後は、そういったところのねぎらいも込

めて、幹部は団員と懇親といいますか、親睦を図るわけであります。 

  そういったときに個人報酬が入っているから会費でやるぞというのは、なかなか言

いにくいと。そういった幹部、分団長及び部長の裁量で使うことのできる経費をとい

う意味で、今回の交付金を増額させていただけませんでしょうかというふうに提案さ

せていただきました。 

  先ほどの回答を聞きまして安心しました。よろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁は要りませんか。 

○２番（入田伸介君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問２、（２）について再質問はありますか。 
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○２番（入田伸介君） 

  ないです。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、以上で質問２については終了をいたします。 

  それでは、入田議員、質問３について質問をしてください。 

○２番（入田伸介君） 

  質問３、修学旅行の保護者負担について。昨今の物価高騰等様々な要因から修学旅

行の費用が増大しております。比較しやすい毎回ほぼ同じ行程を採用する日吉中学校

にお聞きしましたところ、保護者の負担は前回の７万５,０００円から約９万７,００

０円に激増いたしました。そこで質問です。 

  （１）修学旅行の保護者負担に何らかの処置は講じられませんでしょうか。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○教育長（行定洋嗣君） 

  それでは、入田伸介議員の３番目の修学旅行の保護者負担についての御質問にお答

えいたします。 

  入田議員御指摘のとおり、日吉中学校修学旅行の保護者負担額は、前回令和５年度

に実施された修学旅行と比較して、おおむね２万円程度増加しております。 

  この保護者負担額の増加の主な要因といたしましては、まず、令和５年に国土交通

省が貸切りバスの運賃制度を見直し、公示運賃額の基準が改定されたことが挙げられ

ます。この改定により、バス会社が提示する運賃が全体的に引き上げられたため、修

学旅行において利用する貸切りバスの料金も従来より高くなっております。 

  次に、旅行先である京都府・大阪府は、近年訪日外国人観光客から人気を集めてい

る観光地であり、宿泊施設の需要が非常に高まっております。 

  特に今年は、２０２５年大阪・関西万博が開催されていることもあり、ホテルの宿

泊料金が例年と比較して大きく高騰している状況にあります。 

  これらの要因が重なりまして、結果として、保護者の方々の負担が大きくなってし

まったものと認識しております。 

  今年度の旅行計画は、既に決定済みで見直すことは現実的に難しい状況でございま

す。そのため、中学校の修学旅行費用に関しましては、今後、補助金による支援を検

討してまいります。 

  なお、来年度以降におきましては、費用の増加を抑えるための予防的な取組が必要
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であると考えております。 

  教育委員会では、鬼北町立学校修学旅行実施要綱において、「旅行計画は、教育的

に有効・適切であるとともに、保護者の経費的負担が過重にならないよう特に考慮し

て実施すること」と定めております。この内容を改めて全学校に対して周知し、旅行

計画の段階から保護者負担額の抑制に十分配慮するよう、指導・助言を行ってまいり

たいと考えております。 

  また、保護者の負担軽減に資する方策として、例えば複数校による合同での修学旅

行実施による規模のメリットの活用、少人数のメリットを生かして、貸切りバスに代

わって飛行機や鉄道など公共交通機関を活用するなど、多様な選択肢を検討していく

ことも重要であると考えております。 

  これにより、費用の軽減だけでなく、より多様で豊かな学習体験の提供にもつなが

る可能性がございますので、各学校に対して実態に応じた検討をするよう要請をいた

します。 

  今後も保護者の経済的な負担に十分配慮しながら、教育的意義を損なうことのない

修学旅行の実施を目指し、柔軟かつ実効性のある対応を進めてまいりますので、御理

解をいただきますようお願いいたします。 

  以上で、入田伸介議員の３番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  入田議員、質問３、（１）について再質問はありますか。 

○２番（入田伸介君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  よろしいですか。 

  それでは、これで入田伸介議員の質問を終わります。 

  ここで、しばらく休憩をいたします。 

  再開を２時４５分とします。 

休憩 午後 ２時３２分 

                           

再開 午後 ２時４５分 

○議長（芝 照雄君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、５番、兵頭稔議員の一般質問を一問一答方式で行います。 
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  兵頭議員は、質問席へ移動してください。 

  時間はただいまから６０分の予定です。 

  兵頭議員、質問１について質問を行ってください。 

○５番（兵頭 稔君） 

  議席番号５番、兵頭稔。 

  先に通告のとおり、３点、一般質問を行います。 

  質問１、人口減少対策について伺います。 

  人口減少対策として自然減少対策と社会減少対策の両方があると思われますが、鬼

北町においての対策について伺います。 

  （１）住みやすい環境づくりの１つとして住宅があると思いますが、鬼北町の公営

住宅において、収入が多くなると家賃が上がると転居を余儀なくされ、人口の減少に

なってきたと思いますが、収入が多くなると家賃が上がるシステムについて、町はど

のように考えているかお伺いします。 

  （２）えひめ南農協が縮小するとうわさされていますが、農業従事者は将来が不安

で他の地域移住を考えていて人口減少につながると考えられますが、町の対策につい

て伺います。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、兵頭稔議員の１番目の人口減少対策についての御質問にお答えをいたし

ます。 

  まず、１点目の住みやすい環境づくりの１つとして住宅があると思うが、鬼北町の

公営住宅において、収入が多くなると家賃が上がると転居を余儀なくされ、人口減少

になってきたと思うが、収入が多くなると家賃が上がるシステムについてどのように

考えているのかとの御質問であります。 

  町が管理している公営住宅は、公営住宅法に基づいて、低額所得者に賃貸すること

を目的とし、国の基準により運営しております。入居できる収入を超過した場合につ

いては、明渡し努力義務を課すとともに、家賃につきましても、段階的に割増家賃を

課すことが管理条例によって定められています。 

  収入超過者に対する措置は、条例による必要な措置でありますが、鬼北町での居住

を望まれる方が、やむを得ず町外へ転出するということは、人口減少につながりかね

ない重要な課題だと認識しております。 
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  現在、鬼北町では、世帯の月の所得が１５万８,０００円以上、４８万７,０００円

以下の世帯を対象といたしまして、固定家賃で入居のできる特定公共賃貸住宅の供給

も行っております。 

  収入超過の世帯に対しては、この特定公共賃貸住宅への移転支援を行っております

が、愛治地区に１２戸、日吉地区に１０戸と地区が限定されることから、御要望に合

わない場合もございます。今後、様々な世帯の方が、安心して鬼北町に居住できるよ

うに、長期的な視点で住宅施策を進めるように取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、２点目のえひめ南農協が縮小すると言われており、農業従事者は将来が不安

で、ほかの地域移住を考えて、人口減少につながると考えられるが、町の対策につい

て問うとの御質問であります。 

  これまでに、えひめ南農業協同組合の各支所においては、一部の事業が停止されて

きましたが、直近では、令和７年３月３１日付で、愛治支所において行っておりまし

た全ての事業が停止されました。今後も他支所の一部事業について内部で検討されて

いるようであります。 

  議員の御指摘のとおり、えひめ南農業協同組合のような農業者をサポートする多様

なサービスを提供し、農業振興を担う重要な組織の事業停止は、農業従事者に対して

大きな不安を与える可能性があることは承知いたしております。 

  そのような中、町としては、農業従事者や農業を志す新規就農者が、希望を持って

安定した農業経営を目指せるような農業振興施策を展開していくことが、今後より一

層必要だと考えております。自治体として選ばれる町となれるよう、今後も町が取り

組む農業振興に御理解をいただきますようお願いいたします。 

  以上で、兵頭稔議員の１番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  兵頭議員、質問１、（１）について再質問はありますか。 

○５番（兵頭 稔君） 

  今、町長の回答なんですけど、この公営住宅管理制度の改正が、２００７年１２月

２７日かな。この行われた改正のとおりで解釈してよろしいでしょうか。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  建設課長が答弁いたします。 
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○建設課長（佐子 司君） 

  今の御質問ですが、２０２７年。 

○５番（兵頭 稔君） 

  ２００７年。 

○建設課長（佐子 司君） 

  ２００７年。すみません。２００７年の資料は、ただいま持ち合わせていませんの

で、後ほど回答させていただいてよろしいでしょうか。すみません。 

○５番（兵頭 稔君） 

  そのときになんですが、家賃の算定基礎というのがあるんですけど、それもついで

に調べてください。 

  市町村立地係数というのが（Ａ）になっているんですよ。それは鬼北町、近永地区

とか、日吉地区とか、三島地区とか、全部係数が違うと思うんですよ。その係数につ

いて教えてください。それ１つですけど、四つあるんです。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄと。それ

から規模係数Ｂですね。それから経過年数係数、それと利便性係数ということで、０.

３から１.３ぐらいの割合で家賃をはじくときに出せる係数なんですけど、それにつ

いて鬼北地区は０.３とか、０.５とかいうふうになっていると思うんですけど、その

辺ちょっと分かりましたら教えてください。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  建設課長が答弁いたします。 

○建設課長（佐子 司君） 

  国の基準では、確かに家賃を算定するときに、立地係数、規模係数、経過年数の係

数、利便性の係数、これを掛けたもので家賃を算定いたします。今現在鬼北町の地区

によって様々利便性とか、立地係数とかは変わってきますが、例えば国遠であれば、

立地係数が０.７、規模係数が６５平米のもので０.９７８４、経年係数が０.７３７

８、利便係数が０.９５、応益係数が０.４８００３となっております。 

  以上です。 

○５番（兵頭 稔君） 

  今のは国遠と言われたんですけど、日吉になると、物すごい違うと思うんですけど、

どんなんですか、日吉の地区は。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 
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  建設課長が答弁いたします。 

○建設課長（佐子 司君） 

  今、資料は持ち合わせておりませんが、町内住宅、何十か所かありますが、そこの

土地、建っている地区それぞれ違いますので、全部お調べしたほうがよろしいでしょ

うか。日吉だけで。日吉はちょっと今資料を持ち合わせておりませんので、後ほどお

答えさせていただきます。 

○５番（兵頭 稔君） 

  日吉地区でも植松団地とかいろいろ新しくなった分があると思うんで、それの係数

が多分全部違うと思うんですよ。その辺ちょっと分かったら表にしていただいたらと

思います。 

○議長（芝 照雄君） 

  兵頭議員、後刻でよろしいですか。 

○５番（兵頭 稔君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問１、（１）についてはいいですか。 

○５番（兵頭 稔君） 

  今鬼北地区に住まれて、現在住所は県外で、実際生活は鬼北地区でされているのに

住所はよそという方がどれぐらいおられるかというのが分かりましたらお願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それは行政に分かるんですかね。国土調査の調査でも住所がないと分からないとい

うことですので、今、兵頭議員が言われた方がいらっしゃることは私も承知しており

ますけども、人数がどれだけという的確な数値は行政のほうでは把握していないと思

います。 

○５番（兵頭 稔君） 

  今、町長は把握されているということなんですが、何人かおられるということなん

ですけど、その方を鬼北町に住所を移せるような方法で、少しでも特典があるという

ふうな方向に持っていかれたら、少しでも税収になるんじゃないかと。そんな何かち

ょっと１人でも２人でも増やす方法を何か考えられないかなと思いますので、よろし

くお願いします。 
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○議長（芝 照雄君） 

  質問ですか。答弁は要りますか。 

○５番（兵頭 稔君） 

  答弁は要りません。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問１、（２）について再質問はありますか。 

○５番（兵頭 稔君） 

  南農協のうわさなんですけど、これなしになると、ＡＴＭもなしになるとかいうふ

うな話もちらっと聞くのですが、その辺、ＡＴＭがなしにならないように、日吉の場

合だったら、夢産地につけるとか、そういうふうなことは考えられているかどうか伺

います。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  愛治の状況というのは把握しておりますけども、ＡＴＭとか、えひめ農協のほうの

様々な施策の展開、それを廃止するというような状況について、行政のほうに報告が

ないんですよ。ですから、すぐにそれに対応できないんですけど、うわさとして、ま

た農協の関係者の方から話を聞くということなんですけども、住民生活に支障が出る

ということであれば、行政としてその部分について農協のほうにあらかじめ要請をす

るということはできようかと思うんですけども、ただ、御承知のとおり、農協の再編

というのは全国で起きておりまして、愛媛県内統一というようなところも最終的には

考えていらっしゃる方向というものをお聞きしておりますので、その流れの中で、各

市町がどのような影響を受けるのかということは、まだ全てを把握したわけではござ

いません。そこら辺りも御理解いただきたいなと思います。日吉のＡＴＭも私も今初

めて伺いました。 

○議長（芝 照雄君） 

  兵頭議員、質問はありますか。 

○５番（兵頭 稔君） 

  いいです。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、質問２については終了します。 

  質問３について質問を行ってください。失礼しました。質問１が終わりまして、次
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に質問２について質問を行ってください。 

○５番（兵頭 稔君） 

  質問２、危機管理について。これ一応質問の要旨としてつくったんですが、最近５

月２０日前後に、この書いたとおりのことを実際にもう工事が始まっとるんですよ。

その工事が始まった経緯というのが分かりましたら説明をお願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○５番（兵頭 稔君） 

  内容は要りますか。 

○議長（芝 照雄君） 

  兵頭議員、（１）（２）の質問も行って、一応通告制なので読み上げてください。 

○５番（兵頭 稔君） 

  では、すみません。質問だけさせていただきます。 

  この冬の大雪で数日間も身動きのできない状態が続いたと思いますが、今回は病人

もなくて幸いだったですが、今後ますますいろんなことが想像されますので、次につ

いて伺います。 

  （１）この冬の大雪により、町道犬飼線で倒木があり、停電がありましたが、その

後、犬飼線の保守管理について伺います。 

  （２）町道犬飼線の倒木は整理されていますが、犬飼川の河川状況などはどのよう

な状態なのか御存じだと思われますが、川の中に倒木が何本かあり、大雨が降ると川

の水をせき止め、道路上に水があふれるおそれあります。河川の管理責任は県にあり、

倒木については個人所有になっており、勝手に取り除くことはできません。町として

のこの対応について伺いますという質問です。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁できますか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、兵頭稔議員の２番目の危機管理についての御質問にお答えをいたします。 

  まず、１点目のこの冬の大雪により、町道犬飼線で倒木があり停電があったが、そ

の後、犬飼線の保守管理について問うとの御質問にお答えをいたします。 

  犬飼線の保守管理につきましては、地域の皆様からの要望や通報によりまして、随

時対応をしており、落石防護ネットの新設や補修及び土砂の撤去等を随時行っており

ます。先月におきましても落石や倒木による通行制限の情報を地域の方を通じていた
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だき、緊急で作業を実施したところであります。 

  建設課職員が計画的にパトロールを実施することは行っておりませんが、各工事箇

所や作業現場、立会を求められた現地等に出向く際に、異常がないか目視での確認を

して異常の早期発見に努めているところでありますので、御理解をいただきますよう

お願いいたします。 

  次に、２点目の町道犬飼線の倒木は整理されているが、犬飼川の河川状況などは、

どのような状態なのか御承知だと思われるが、川の中に倒木が何本かあり、大雨が降

ると川の水をせき止め、道路上に水があふれるおそれある。河川の管理責任は県にあ

り、倒木については個人所有になっており勝手に取り除くことはできない、町として

の対応について問うとの御質問であります。 

  一級河川につきましては、御案内のとおり、県の管理でありますので、南予地方局

へ問い合わせたところ、河川内の倒木については、倒木の河川阻害状況や背後地の土

地利用状況を勘案しながら、順次、撤去作業を実施したいとのことでありました。 

  町といたしましては、連絡いただいた箇所については、現地を確認し、県に情報提

供をいたしております。 

  以上で、兵頭稔議員の２番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  兵頭議員、再質問。 

○５番（兵頭 稔君） 

  ありません。 

○議長（芝 照雄君） 

  なし。それでは、質問２については終了をします。 

  それでは、兵頭議員、質問３について質問を行ってください。 

○５番（兵頭 稔君） 

  質問３、水道事業について。京都府では、昭和３４年設置の水道管が破裂している

状況が見られています。鬼北町では、平成１５年までに全て交換が終了しましたが、

その後も３０年を経過したとして再交換が実施されています。 

  そこで、下記について伺います。 

  （１）令和６年度の９月定例議会で施設の耐用年数について質問を行ったところ、

水道管については、およそ３０年程度で交換、電気設備については１０年と言われま

したが、その根拠について伺います。 

  （２）広報きほく２４１号において、水道だよりが記載されておりましたが、６,
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４８１万３,０００円の純利益があり、資本的収支が２億９,４０９万１,０００円の

赤字となっておりましたが、その原因について伺います。 

○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、兵頭稔議員の３番目の水道事業についての御質問にお答えをいたします。 

  まず、１点目の令和６年９月定例議会で施設の耐用年数について質問を行ったとこ

ろ、水道管については、おおよそ３０年程度で交換、電気設備については１０年と言

われたが、その根拠について問うとの御質問です。 

  水道施設の耐用年数の根拠は、施設の種類、材質、使用状況、設置環境など多岐に

わたる要因に基づいておりまして、一律に定められたものはございませんが、一般的

には、おおむね３つの判断基準が用いられております。 

  １つ目は、地方公営企業法施行規則に定められた減価償却計算に用いられる年数。 

  ２つ目は、施設の材質、設置環境、使用状況、維持管理の状況など物理的な要因に

基づく物理的寿命。 

  ３つ目は、施設の維持に係る費用対効果、社会情勢の変化、技術革新など経済的・

機能的な要因に基づく経済的・機能的寿命です。 

  このように水道施設の耐用年数は、法的側面、物理的側面、経済的側面、機能的側

面など、様々な角度から検討され、個々の施設の状態や環境に応じて総合的に判断さ

れるものと考えております。 

  次に、２点目の令和５年度決算における６,４８１万３,０００円の純利益があり、

資本的収支が２億９,４０９万１,０００円の赤字となっておるが、その原因について

問うとの御質問であります。 

  令和６年９月定例議会において御説明したとおり、令和５年度の水道事業経営の結

果、６,４８１万３,３９３円の純利益となり、資本的収支では収入額が支出額に不足

する額が２億９,４０９万９０９円となったものです。この不足額は、前年度未発行

企業債、減債積立金、建設改良積立金、当年度損益勘定留保資金、当年度消費税及び

地方消費税資本的収支調整額で補塡いたしました。なお、令和５年度水道事業会計決

算書は、同議会において承認をいただいております。 

  以上で、兵頭稔議員の３番目の御質問に対する答弁といたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  兵頭議員、質問３、（１）について再質問はありますか。 
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○５番（兵頭 稔君） 

  今は耐用年数ということで、以前耐用年数と言われたら償却年数ですかといって聞

かれたんですが、耐用年数と耐久年数は違うと思うんです。 

  京都府が、昭和３４年の水道管をまだ替えていないというのは、耐久年数がやっと

来たということで、交換する時期が来たので交換しようかなと思ったら裂けたという

ことなんですよ。だから、鬼北町は耐久年数というのは、あるか、ないか教えてくだ

さい。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁いたします。 

○水道課長（二宮洋之君） 

  それでは、今ほどの質問にお答えしたいと思います。 

  基本的に、まず先に、前回の６年５月の定例議会で、水道管について、質問では３

０年程度で交換と書いてありますけども、答弁を読み返してみますと、４０年程度で

交換という答えをしておりました。 

  それは訂正でありますが、基本的に先ほどの質問の耐用年数じゃなくて、耐久年数

ですから、耐久年数については管種、管の種類、その設置場所等に応じて様々違って

いるとは思いますけれども、現在取替えを計画しております、例えば配水管であれば、

下鍵山地区、生田地区については、４０年以上を経過しており、材質が塩ビ管という

管種でありますため、もうそろそろ替えておかなければ京都市のような事態が発生す

る可能性もありますので、耐久年数的にももう迫っておるという判断の基に替えてお

ります。それ以外のところについては鋳鉄管、ダクタイル鋳鉄管でありますけども、

当方のほうは。これについては正直なところ、現状で一番古いのが四十五、六年たっ

ておるものがありますけど、まだまだ耐久年数的には問題ないという観点でおります。 

  ただ、来るべき、いつ来るかは分かりませんけども、南海トラフ地震に備えてやれ

ることは順次やっていきたいという観点から、計画的には取替えは考えておるところ

であります。 

  以上です。 

○５番（兵頭 稔君） 

  前年度、日吉地区の水道管を交換する工事を私見に行ったんですが、課長は見に行

かれましたか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁いたします。 
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○水道課長（二宮洋之君） 

  何回かは現場のほうを見させてもらいました。 

○５番（兵頭 稔君） 

  そのときに、古い水道管は、この管は替えないかんなと思いましたか、それとも、

まだ何年かもつなと思いましたか、どちらですか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁いたします。 

○水道課長（二宮洋之君）  

  現状見てみますと、まだ漏水は、小さい漏水はあるのかもしれませんけども、大き

い漏水は起こっておりません。しかし、日吉地区の分については、４５年から４６年

たっておる分でありますので、ほかの自治体の事例から見て、大体５０年近くになる

と事故率が１段階アップするというような状況がありますので、現時点で取り替えて

いかなければ、住民の方に迷惑をかけるという考えの基に取替えを実施するものであ

ります。 

○５番（兵頭 稔君） 

  私も古い管を見せていただきました。ほとんどつけたときとあまり変わりませんで

した。あと１０年ぐらいは十分もつんじゃないかなと思います。新しい管をつけたの

を見たんですが、この管は幾らもつんですか、何年もつんですかと聞いたら、業者に

言わせたら、１００年もちますということなんですよ。そんなやつを３０年や４０年

で交換するというのはどうかと思いますが。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  今回の一般質問の本質といいますか、根拠について御質問されたわけで、今の埋設

物についている部分がもつと思うか、もたんと思うかというふうな意味合いのことな

んでしょうか。 

  反問権です。よろしくお願いいたします。 

○５番（兵頭 稔君） 

  何でこんな質問をするかといいますと、京都府は、これも昭和３４年ですから６０

年たっとるんですよ。鬼北町は交通量も少ないし、京都府みたいなことはないんで、

京都府なんかは交通量が半端じゃないんで、もっと早く傷むと思うんですよ。それを

６０年こうやって置いとるのに、鬼北町は平成に入って交換しとるのに、平成に入っ

てきて交換したやつを早く令和に入って交換すると。水道料金がよそと比べたら高い

ので、その辺がちょっと問題があるかなと思って、私質問を入れています。 
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○町長（兵頭誠亀君） 

  業者さんが１００年もつと言われる部分ですね。１００年を業者さんが見たことが

あるのかどうか。やっぱりそれぞれの設備というものは、今まで以上に大変精度がよ

くなっておることは間違いありませんけども、町とすれば、やはりそれぞれの基準と、

国の基準というものをしっかり守っていくということが、一つの根拠になると思うん

ですよ。 

  だから、議員さんが言われる目視で十分３０年前と変わらないがと言われても、実

際には経年劣化しとるかもしれない。ですから、この席でですね、見た目は全然変わ

らないがということで、根拠というものと、それをすり合わせるのはいかがなものか

と私は思うわけであります。 

  ただ、議員さんが言われる見た目としてですね、それだけの丈夫なものであれば、

これから先、業者さんにその確認というものは、作業としてすることは差し支えない

と思いますので、それは御意見として承っておきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○議長（芝 照雄君） 

  兵頭議員、よろしいですか。 

○５番（兵頭 稔君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  それでは、兵頭議員、質問３、（２）について再質問。 

○５番（兵頭 稔君） 

  先ほど資本的収支が２億９,４００万の赤字になっていますということで質問した

んですが、その原因なんですけど、収入のほうが前払い、どれやったかな。長期前受

金払戻し額が収入で、減価償却が支出になるんで、その分の差額が大体赤字に、収支

的赤字になるのは分かるんですが、前払い、長期前受金も現金ではなしで、減価償却

も現金じゃないということなんで、この資本的収支が赤字になるというのを一番先に

町民に分かるように、水道料金は赤字ですよというやり方というのは、ちょっと私、

気に入らないんですが、その辺、純利益はこれだけあるのに、赤字ばっかり多いよう

な感じで、実際にお金が動いていないのに赤字ですよという考え方を何とか考えてほ

しいんですが、どうでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道料金の確定をするときの旧の広見町、日吉村もそうなんですけども、それぞれ
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の長期的な、水道については公営企業会計ですので、３０年先を見直した、起債につ

いても普通の分は１０年、１５年なんですけども、水道については、後年度負担とい

うか、各世代において負担しようということで、起債の償還も３０年から、長いもの

は４０年かな。４０年分があるという、本当に特異的な部分があります。その部分も

含めますと、長期的な部分で赤字ですということを申し上げるよりも、水道料金のほ

うでしっかりとお示しをしていくというのが、旧の広見町のやり方で、その当時高い

と言われましたけども、現在の水道料金、前は県内２番手でありましたけれども、現

在この高騰物価で各市町とも水道料金を上げてきております。うちのほうは今のとこ

ろはまだ上げる予定はございません。そこら辺りも中長期的なところで、鬼北町のほ

うとしては、真面目にやっておるというふうに私は思っておりますけども、そこは議

員さんとの見解の違いということだと思いますが、よろしくお願いいたします。 

○５番（兵頭 稔君） 

  平成１５年に料金を決めたときに何を基本に決めたかと、私の想像なんですけど、

要するに、４０億の借金があって、その借金を払うのに利息が１億１,０００万あり

ますと。それを払うのに収入はこれだけなかったら払えませんということで、毎年２

億幾らかの返済と、それから１億１,０００万の金利を払うのに今の料金を決めたん

です。実際、今は２億幾らの支払いと金利を３,０００万しか払っていません。その

差の８,０００万近くのお金は残るはずなんですけど、それが残らないというのは、

やっぱり３０年ぐらいで工事をするから、その分のまた減価償却が増えるということ

で、減価償却というか、前払い受戻金というのは、要するに、国の補助の耐用年数で

収入見込みということで入るので、その辺が全然理解されていないんじゃないかなと

思うんですけど、いかがでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  水道課長が答弁いたします。 

○水道課長（二宮洋之君） 

  今ほどの御質問でございますけども、まず先ほど来、平成１５年によって終わった

と言われますけど、平成１５年の段階で１つの区切りはついておるわけですけど、そ

れは地区ごとによって完了年度というのは全部ずれておりますので、平成１５年に終

わったやつは、まだ４０年たたんうちにやり変えるということではなくて、地区ごと

に４０年を経過して老朽化になった段階で、地区ごとに更新をしていっとるというこ

とであります。 

  現在やっているのは、電気設備でありますので、設置後２０年を経過したものを順
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次直していって、令和６年度で一旦それも修繕、取替えが終了したということになっ

ておりますけども、そういった形のものでありますので、順次何といいますか、平成

１５年を基準で、そこからスタートしてというものではありません。そこは間違えて

いただかないでほしいと思っております。 

○５番（兵頭 稔君） 

  すみません。質問の趣旨がちょっと違うんですけど、いや要するに、平成１５年に

水道料金を決めたという話をしよるんですよ。水道管を変える話はもうしていないん

ですよ。だから、平成１５年にそういう水道料金を決めた分について、現在も今の水

道料金じゃというのを、何で水道料金が全然変わらないのかというのを水道法に基づ

いてないから聞きよるだけの話なんで、水道工事の水道の管を変える問題については、

町が、要するに、きれいな水を提供したいから変えたいんでという話なので、それと

これとは別なんですよ。 

○議長（芝 照雄君） 

  質問ですか。 

○５番（兵頭 稔君） 

  もういいです。 

○議長（芝 照雄君） 

  いいです。それでは、以上で兵頭議員の一般質問を終わりたいと思います。 

  以上で一般質問を終わります。 

 

  続きまして、日程第７、議案第２９号、鬼北町特別職の職員で非常勤のものの報酬

等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第７、議案第２９号、鬼北町特別職の職員で非常勤のものの報酬等に関する条

例の一部を改正する条例について、提案理由の説明をいたします。 

  国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部を改正する法律に準じて、

条例の一部を改正するものであります。 

  改正する条例内容の詳細につきましては、総務財政課長が説明いたしますので、御

審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  それでは、議案第２９号、鬼北町条例第１４号、鬼北町特別職の職員で非常勤のも
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のの報酬に関する条例の一部を改正する条例について御説明いたします。 

  議案書２ページをお開きください。 

  今回の改正は、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律が改正され、投票

管理者、投票立会人、開票管理者、開票立会人などの報酬額が引き上げられることに

伴い、これに準じて条例を改正するものであります。 

  改正内容といたしましては、別表第１、第２条関係におきまして、投票管理者から

開票・選挙立会人までの報酬額を下段の国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する

法律に定める額に定めるものであります。 

  附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○１０番（松浦 司君） 

  今、説明ありました定める額というのは幾らなんですか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  総務財政課長が答弁いたします。 

○総務財政課長（水野博光君） 

  額でございますが、投票管理者につきましては、現行で１万２,８００円のものが、

１万４,５００円。それから期日前投票所の投票管理者、現行１万１,３００円が１万

２,８００円。それから選挙長・開票管理者、現行１万８００円のものが１万２,２０

０円。それから投票立会人、現行１万９００円のものが１万２,４００円。期日前投

票所の投票立会人、現行９,６００円が１万９００円。開票選挙立会人、現行８,９０

０円が１万１００円に改正されるものでございます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  松浦議員、よろしいですか。 

○１０番（松浦 司君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  そのほか、質疑ありませんか。 
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  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第２９号、鬼北町特別職の職員で非常勤のものの報酬等に関する条例

の一部を改正する条例についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

   

  日程第８、議案第３０号、鬼北町ジビエペットフード加工処理施設条例の一部を改

正する条例についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第８、議案第３０号、鬼北町ジビエペットフード加工処理施設条例の一部を改

正する条例について、提案理由の説明をいたします。 

  鬼北町ジビエ一時保管施設を設置するため、条例の一部を改正するものであります。 

  改正する条例内容の詳細につきましては、農林課長が説明いたします。御審議のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  それでは、議案第３０号、鬼北町条例第１５号、鬼北町ジビエペットフード加工処

理施設条例の一部を改正する条例につきまして説明いたします。 

  議案書４ページをお開きください。 

  改正理由につきましては、令和６年度に沢松に建築いたしました、鬼北町ジビエ一

時保管施設が完成したことにより、条例の一部を改正するものです。 

  改正内容につきましては、別紙資料新旧対照表で、主な改正点について御説明いた
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しますので御覧ください。 

  左が現行の条例、右が改正案で、下線の部分が改正部分であります。 

  第２条の表に、名称、鬼北町ジビエ一時保管施設。１、鬼北町大字沢松４９９番地

１を追加し、第４条以降を１条ずつ繰り下げ、第４条に、鬼北町ジビエ一時保管施設

の業務である有害鳥獣の受入れ等を追加し、第５条の施設を鬼北町ジビエペットフー

ド加工処理施設及び鬼北町ジビエ一時保管施設に改正するものです。 

  議案書４ページにお戻りください。 

  附則、この条例は、公布の日から施行し、令和７年４月１日から適用する。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○８番（井上 博君） 

  この施設を沢松に置いたのは何ゆえか、ちょっと説明をしていただきたいです。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が説明いたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  この施設につきましては、ペットフードに処理加工するためのイノシシ、鹿肉をこ

の中で冷凍するような形で一時保管するような施設として設置しております。ペット

フードの原料となるイノシシ、鹿につきましては、捕獲後、止め刺し後、２時間以内

に冷凍が必要ですので、沢松、好藤のほうで捕獲した鳥獣を延川の加工処理施設まで

運搬する際に２時間を超えてしまうということもあります。 

  そして、宇和島市、三間町のほうもこの施設を使うこととなります。その関係で、

町内の一時保管施設の設置につきまして検討した結果、沢松に設置したものでござい

ます。御理解いただきますようお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  井上議員、了承ですか。 

○８番（井上 博君） 

  ほんなら保管はしておくが、次に加工する場合にですね、加工場へ持っていかなき

ゃいけないわけですね。それなら私から思うと、加工場が三島でもしやるんであれば

ですよ。そこへ保管場所をつくったほうがベターじゃないですか。結局町民の方とい
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うか、そこの現地の人も言うけど、町営住宅の跡が空いているからですね。そこへポ

ツンと何か建ててですね。何を考えとるんやろうかという意見がたくさんありました

が、だから私から言うたら、そういう三島のほうへやっぱり集中して加工場、保管所

を設けるのがベターじゃないかと。ただ、そこがちょっとおかしいんやないかなと大

半の人が言っておりましたので、ちょっと意向を聞きたかったということですね。空

き地があるから、そこへ建てたらええというもんじゃないと思いますよ。 

  以上です。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  農林課長が答弁いたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  議員言われましたように、延川のほうにもペットフードの保管施設がございます。

そこに近い方につきましては、延川のほうに直接搬入をしていただきます。やはり距

離的な問題、運搬の時間がかかるところにつきましては、沢松の施設を使っていただ

きたいということで、最初の施設の構想でここに設置をさせていただきました。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  井上議員、了承ですか。 

  ほかに質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第３０号、鬼北町ジビエペットフード加工処理施設条例の一部を改正

する条例についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 
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  したがって、議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第９、議案第３１号、宇和島地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び

規約の変更についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第９、議案第３１号、宇和島地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び

規約の変更について、提案理由の説明をいたします。 

  登録ヘルパー派遣事業所の設置及び管理運営に関する事務の廃止並びに消防施設等

の建設費及び管理運営費に係る分賦金割合を新たに定め、これらに伴う所要の改正を

行うため、議会の議決を求めるものであります。 

  変更する規約の内容についての詳細につきましては、企画振興課長が説明いたしま

す。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○企画振興課長（小川秀樹君） 

  それでは、議案第３１号、宇和島地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び

規約の変更について御説明をいたしますので、議案書５ページをお開きください。 

  広域事務組合の共同処理する事務を変更し、規約を変更しようとするときは、地方

自治法第２８６条第１項の規定により、関係地方公共団体の協議により、これを定め、

同法第２９０条の規定により、関係地方公共団体の議会の議決を経なければならない

ことから提案をするものであります。 

  今回の提案内容につきましては、登録ヘルパー派遣事業所の廃止に伴い、登録ヘル

パー派遣事業所の設置及び管理運営に関する事務を廃止したことによる共同処理する

事務の変更及び規約について、所要の改正を行うもののほか、消防施設等の建て替え

等に伴う建設費及び当該施設の管理運営費に係る分賦金割合を新たに定めることとし

て規約を改正するものであります。 

  規約の改正内容につきましては、別途お配りをしております、新旧対照表により御

説明をいたします。 

  左の現行欄に挙げる規定を、右の改正後案の欄に挙げる規定に下線で示すように改

正をするものです。 

  改正内容につきましては、現行の共同処理する事務のうち、第３条中第１７号から

第２０号、また第３条の２を改正後案の下線で示すとおり改めるものです。 

  次に、別表第２項中第９号から第１１号までを、改正後案のとおり改めるほか、新
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たに同項第１９号として、消防施設等に係る分賦金割合表を追加し、別表中第３項を

削り、第４項を第３項に改めるものです。 

  議案書７ページをお開きください。 

  附則につきまして、この規約は、愛媛県知事の許可のあった日から施行するとする

ものです。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第３１号、宇和島地区広域事務組合の共同処理する事務の変更及び規

約の変更についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３１号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１０、議案第３２号、財産の取得についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１０、議案第３２号、財産の取得について、提案理由の説明をいたします。 

  ＧＩＧＡスクール用端末整備のため、財産を取得したいので、鬼北町議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得、または処分に関する条例第３条の規定により、議会の
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議決を求めるものであります。 

  １、財産の種類 ＧＩＧＡスクール用端末。 

  ２、備品内容 学習者用コンピュータ、５４６台。 

  ３、取得金額 ２,８８２万８,８００円。 

  ４、契約の方法 随意契約。 

  ５、契約の相手方 愛媛県今治市南大門町一丁目１番地の１５。四国通建株式会社

代表取締役、高木康弘であります。 

  なお、詳細につきましては、事前にお配りしております資料を御覧ください。 

  御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○１番（長尾慶太君） 

  ＧＩＧＡスクール用端末ということですが、今小・中学校に配布しているパソコン

に関して、そこにソフトウエアを投入することで、ここの取得金額というのを下げる

ことというのは検討なされなかったのでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  教育課長が答弁いたします。 

○教育課長（佐々木健次君） 

  ただいまの現在の端末にソフトウエアを乗り換えることで対応できなかったのかと

いう御質問に対してなんですけれども、現在、令和２年度に購入しました端末は、令

和６年に定められました文部科学省の学習者用コンピュータ最低スペック基準を満た

していないことから、今回、ハードウエアを更新することにしたものでございます。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  長尾議員、よろしいですか。 

○１番（長尾慶太君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  そのほか、質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 
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○議長（芝 照雄君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第３２号、財産の取得についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３２号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１１、議案第３３号、令和７年度鬼北町一般会計補正予算（第１号）につい

てを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１１、議案第３３号、令和７年度鬼北町一般会計補正予算（第１号）につい

て、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正は、当初予算が、いわゆる骨格予算であったことから、肉づけ予算とし

て事業の必要性、事業内容、事業費等を精査し、所要の額を計上するものであります。 

  歳出の主なものといたしましては、ガバメントクラウド移行に係る経費、森の三角

ぼうし改修に係る設計及び土地購入経費などを計上したほか、必要とする各種補助金、

物件費等を追加計上するものであります。 

  また、歳入につきましては、事業実施に伴う諸収入、町債のほか、繰入金等を追加

計上するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ８億１５０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を８３

億２,１１０万円とするものであります。 

  御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  説明が終わりました。 
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  令和７年度鬼北町一般会計補正予算（第１号）につきましては、この後、予算常任

委員会に審査を付託する予定です。 

  したがって、質疑につきましては、説明のありました予算の概要に関する範囲にと

どめていただきたいと思います。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○６番（中山定則君） 

  町長の施政方針のところから質問をさせていただきます。 

  ４ページの５行目になりますか。道の駅広見森の三角ぼうしの大規模改修の準備を

進めるということで、今回補正予算に５,０００万、設計委託料として５,２３６万円

計上されておりますが、この森の三角ぼうしの改修について、老朽化した、建ってか

ら年数がたったからということで、公共施設等総合管理計画に基づく改修、あるいは

中期行財政計画には盛り込まれているから当然改修するという、この改修の必要性、

現在の売場を拡張するのか、改修の大枠について説明をお願いします。 

  それと、１５ページなんですが、中頃で、今年度から鬼北町学校適正規模・適正配

置検討委員会を開催し、鬼北町内小・中学校の適正規模・適正配置について検討を行

いますとなっております。施政方針されましたが、７年度、前の一般質問のときにお

聞きした、７年度である程度方向性を決める。今年度から会議次第、この委員会次第

では、年度をまたいで検討するのかということと、もう既にアンケートを実施されて

１回の委員会を開かれたのかどうか、その辺について質問をいたします。今年度から

となっていたので、ちょっと質問させていただきました。 

  最後に、１６ページの４行目の誰でも気軽に取り組めるニュースポーツの推進とあ

るんですが、そういうニュースポーツについて、スポーツの日ですか、今、体育の日

ではなくて、スポーツの日等でどういうふうな推進の仕方をするのか、どういう競技

をどういうふうな形で推進していくのかについて質問をいたします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  １点目の質問につきましては農林課長が、２点目、３点目につきましては、教育課

長が答弁いたします。 

○農林課長（奥藤幸利君） 

  森の三角ぼうしの関係でございますが、議員言われましたように、中期行財政計画

に早くから計画をしており、道の駅広見森の三角ぼうしにつきましては、平成１０年

１月１６日に供用が開始され、今回の改修工事中に３０年を経過することになります。
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確かにトイレ等、施設の老朽化、これまで改修を行ってきましたが、基本的な部分の

改修はやはりできておりませんので、そういった老朽化の対策、また、この３０年で

利用者のニーズも大分変わってきていると考えております。そこら辺も皆さんの御意

見を聞きながら、利用者の利便性を考えつつ、駐車場の不足の問題もございます。そ

こら辺も十分に考慮しながら、今回の大規模改修に臨みたいと考えておりますので御

理解いただきますようお願いいたします。 

  以上です。 

○教育課長（佐々木健次君） 

  それでは、学校適正規模・適正配置検討委員会に関する御質問に関してなんですけ

れども、今年度から検討を始めまして、他の自治体の事例によりますと、年度をまた

ぐこともあろうかと考えております。こちらに関しましては、議論の進捗状況によっ

て変わるかと思っておりますので、また、年度を超えることもあり得ると現時点では

考えております。 

  また、アンケートは実施を終えまして、教育委員会内で集計は終えております。今

回まだ第１回目の検討委員会のほうは実施いたしておりません。 

  続きまして、ニュースポーツの推進に関しましてですが、現在一般質問にもござい

ましたとおり、モルック等を推進させていただいております。こちらのほう愛治地区

のほうでまた積極的に推進をさせていただいておりまして、また、公民館等を通じて

推進してまいりますのと、スポーツ推進委員を通しまして、ニュースポーツの啓発と

して進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（芝 照雄君） 

  中山議員、了承ですか。 

○６番（中山定則君） 

  はい。 

○議長（芝 照雄君） 

  そのほか、質疑はありませんか。 

○８番（井上 博君） 

  私もちょっと三角ぼうしの改修の件で、ほかのこと、ちょっとそれの関連ですけど、

みんなが言うんですが、営業日ですけどね。毎週月曜日に休むのは、何で休むんでし

ょうかと。そういう声を聞くんですが、ちょっとその件をお聞きしたいんですが。改

修されるんですから、それだけのね、良くならんといかんよね。 
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○議長（芝 照雄君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  道の駅の分として委託はしておりますけども、１週間の営業日の分については、会

社のほうでの方針だと思いますので、町のほうで月曜日に休んでくれといったことを

申し上げたことはございません。 

  以上です。 

○８番（井上 博君） 

  そうしたら、町のほうが言ったことがなければ、町のほうでやっぱり指導したほう

がいいと思いますよ。道の駅は、愛媛県内大体２９施設があると思いますが、同じ町

内でも夢産地は無休、宇和島きさいやも無休、大体月に１回ぐらい休むところが２９

施設の中で３店ぐらいで、週に１回毎週休むところは２９のうち３件、愛媛県で、そ

の中に三角ぼうしが入っとるんやから、それが決していいことか悪いことかというた

ら、僕はもっと人的云々もあるかも分からないけど、それは交代でやればいいわけで、

夢産地、きさいや、休みなしで営業しとるわけですから、そういうことを指導された

ほうがいいと思います。どうせ改修するんであればですよ。その点だけ。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  井上議員がおっしゃられる意味は、十分私も理解し、また道の駅としての状況とい

うもので、道の駅に存在しております店舗等が休みというものがあること自体につい

て疑問を持たれている住民の方、または町外の方がいらっしゃるということは、多分

そうじゃないかなということで理解しております。理解ができます。これから先です

ね。建築に備えて、そこら辺りについても会社側とも協議をしてまいりたいと思いま

すので、御了解いただきたいと思います。 

○議長（芝 照雄君） 

  よろしいですか。 

○８番（井上 博君） 

  はい。 

○４番（今城喜久生君） 

  今に関連して、私もあそこの出品者の会長をしとったんですけども、あの当時から

やっぱり月曜日の休みは不具合よねという話は出ていました。何でかといったら、日

曜日の遅い時間にバスが入ってくるんですよね。もうその頃には、もう品物がなかな

かないというような事態が結構ありました。それで、火曜日に休みにしてくれと、こ



－109－ 

ういう話も１回だけ出しましたんですけど、それなりに終わってしまいました。 

  今回こなして多分言ってもらえるのは、あそこは株式会社じゃなかったですかね。

会社ですよね。ほんで、ここが資本家、何というか、株主ですよね。だから株主の権

限もあるんじゃないかなと思いますし、そこら辺、鬼北町の財政改善からしても指導

できる立場じゃないかなとは思うんですけども、御一考よろしくお願いします。 

○議長（芝 照雄君） 

  そのほか、質疑。 

○５番（兵頭 稔君） 

  同じ三角ぼうしの件なんですが、この設計委託料５,２３６万円、この金額を大体

物を建てるときの設計料というのは、１０％から２０％の範囲内で設計料を払うとい

うことになっていますが。 

○議長（芝 照雄君） 

  もうこの後、予算委員会に付託するので、詳しいことはそちらのほうでやってくだ

さい。 

○５番（兵頭 稔君） 

  はい、分かりました。 

○議長（芝 照雄君） 

  そのほか、ありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  ほかになければ、これで質疑を終わります。 

  お諮りします。 

  日程第１１、議案第３３号は、令和７年度鬼北町一般会計補正予算（第１号）につ

いては、予算常任委員会に審査を付託したいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、日程第１１、議案第３３号、令和７年度鬼北町一般会計補正予算（第

１号）につきましては、予算常任委員会に審査を付託することに決定いたしました。 

 

  日程第１２、同意第６号、鬼北町農業委員会委員の任命についてを議題とします。 
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  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１２、同意第６号、鬼北町農業委員会委員の任命について、提案理由の説明

をいたします。 

  鬼北町農業委員会委員に欠員が生じたので、後任の委員を任命するため、農業委員

会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

  任命したい委員は、住所、鬼北町大字川上１２４０番地。氏名、松浦栄。生年月日、

昭和２６年４月６日であります。 

  御審議の上、御同意いただきますようお願いいたします。 

○議長（芝 照雄君） 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（芝 照雄君） 

  討論なしと認めます。 

  これから同意第６号、鬼北町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  松浦栄君に同意することに賛成の方は御起立願います。 

（起 立 全 員） 

○議長（芝 照雄君） 

  起立全員です。 

  したがって、松浦栄君に同意することに決定いたしました。 

  お諮りします。 

  本日の会議は、議事の都合により、これで延会し、明日から１６日までの１１日間

休会にしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 
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○議長（芝 照雄君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれで延会し、明日から１６日までの１１日間は休会すること

に決定いたしました。 

  なお、６月１７日は定刻に会議を開きます。 

  次に、休会中の予算常任委員会の審査日程について、予算常任委員会委員長から、

議長宛てに通知がありましたのでお知らせします。 

  予算常任委員会は、６月１０日午前９時から議場で開催されます。 

  本日は、これをもって延会します。 

○副議長（山本博士君） 

  起立願います。 

  礼。 

 

（午後 ３時５９分 延会） 
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  地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

 

 

 

    鬼北町議会議長 

 

    鬼北町議会議員（ ３番） 

 

    鬼北町議会議員（ ４番） 


